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令和４年和束町決算特別委員会 

 

○議長（岡田泰正君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、決算特別委員会にご参集いただき、ご苦労様です。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の岡田 勇委員に臨時委員長をお願いいたします。 

 臨時委員長と交代します。 

○臨時委員長（岡田 勇君） 

 年長の故をもちまして、私、岡田 勇が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 ただいまから、決算特別委員会を開会いたします。 

 小西 啓委員から遅刻の届けが出ています。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、岡田 勇を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、岡田 勇が委員長に当選いたしました。 

 ただいま、委員長に当選しました私、岡田 勇が委員長就任の挨拶をいたします。 
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 委員長席から失礼をいたします。 

 就任に当たりまして一言ご挨拶申し上げます。 

 ただいま皆様方の推挙によりまして決算特別委員長という大役をお受けすることに

なりました。皆様のご協力を得まして一生懸命努めてまいりたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いを申し上げます。 

 さて、令和３年度の決算につきましても、コロナ禍の中、事業の縮小など余儀なく

された事態になりましたが、６つの協働プログラムに沿ったまちづくりを進めるとい

う施政方針の下、様々な事業が執行されました。この令和３年度の決算が今後どのよ

うに生かされていくのかということも踏まえて、委員の皆様におかれましても活発な

質疑を行っていただきたいと思います。 

 また、町長はじめ管理職の皆さんにおかれましても、明快なる答弁をお願いをいた

します。 

 ２日間スムーズな審議になりますようお願いを申し上げまして、就任に当たりまし

ての挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に村山一彦委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、村山一彦委員が副委員長に当選されました。 

 村山一彦委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 
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 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、令和３年度和束町一般会計

歳入歳出決算認定及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括議題といた

します。 

 提案理由については７日の本会議で述べられましたので、最初に、令和３年度決算

審査意見書について、監査委員である畑 武志委員より報告願います。 

 畑 武志委員。 

○監査委員（畑 武志君） 

 それでは、皆さん、おはようございます。 

 監査委員を代表いたしまして、私から、令和３年度決算審査意見書の報告をいたし

ます。 

令和３年度決算審査意見書 

 令和３年度和束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金運用状況に係

る審査について、和束町監査基準に準拠して審査を実施したので、次のとおり意見を

付する。 

 令和４年８月１８日 

                        和束町監査委員  大西  茂 

                           同     畑  武志 

 第１ 審査の種類 

   地方自治法第２３３条第２項の規定に基づく決算審査 

   地方自治法第２４１条第５項の規定に基づく基金運用審査 

 第２ 審査の期日 

   令和４年７月２８日、２９日、８月８日、１８日（延べ４日間） 

 第３ 審査の対象 

 １ 一般会計及び特別会計決算 

   令和３年度和束町一般会計歳入歳出決算 
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   令和３年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算 

   令和３年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

   令和３年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和３年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和３年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算 

   令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 ２ 基金運用状況 

   和束町用品調達基金 

   「くらしの資金」貸付基金 

 第４ 審査の着眼点(評価項目) 

 決算審査にあたっては、決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であるかを

主眼として審査した。 

 また、基金の運用の状況を示す書類の計数が正確であり、基金の運用が確実かつ効

率的に行われているかを主眼として審査した。 

 第５ 審査の実施内容 

 この決算審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出

決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調について、計数に誤り

はないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算の執行に当たって関係

法令に従って効率的になされているか等に主眼をおき、関係諸帳簿及び証拠書類と照

合し、併せて関係職員の説明を求め審査を実施した。 

 また、基金運用審査に当たっては、その設置目的にそって適正に運用されているか、

計数は正確であるかなどを審査した。 

 第６ 審査の結果 

 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調及びその他関係書類は法令に適合して作
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成され、かつ正確に表示されているものと認める。 

 また、各調書の計数は歳入・歳出簿その他関係諸帳簿と符合しており、各会計の決

算内容及び予算の執行についても適正に執行されているものと認める。 

 基金運用審査については、町長から提出された基金の運用の状況を示す書類の計数

は正確であると認められ、基金の運用が確実かつ効率的に行われているものと認める。 

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

 １ 一般会計 

 （１）決算の状況 

 令和３年度一般会計決算額は、下表のとおり歳入総額３８億３,８７９万円、歳出

総額３７億８,１４９万円で、前年度と比較すると歳入で△０.６％の減額、歳出で０.

０３％の増額となった。 

 以下５年間の比較となっております。お目通しをいただきたいと思います。 

歳入では、前年度と比較して地方交付税が２億５,６７４万９,０００円、地方消費

税交付金が５００万１,０００円、地方特例交付金が２６２万円、地方譲与税が２５

７万５,０００円それぞれ増加した一方、国庫支出金が△２億１,９４６万４,０００

円、町債が△３,６７０万円、町税が△１,３５９万３,０００円、諸収入が△１,２１

６万８,０００円、府支出金が△８５４万６,０００円それぞれ減少している。 

 歳出では、前年度と比較して民生費が２億２,２１８万１,０００円、土木費が１億

３,６７２万７,０００円、公債費が１,２０８万６,０００円それぞれ増加した一方、

総務費が△２億１,１４４万９,０００円、衛生費が△４,４０４万２,０００円、農林

業費が△４,３９０万９,０００円、教育費が△２,８３８万４,０００円、災害復旧費

が△２,２９２万１,０００円それぞれ減少している。 

 歳入歳出決算状況は次のとおりであり、お目通しをいただきたいと思います。 

 実質収支額は４,０３４万３,０００円の黒字となり、前年度より△２７５万５,０

００円(単年度収支額)減少している。実質公債費比率については１２.２％となり、
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前年度と比較して０.５ポイント改善しているが、これは地方交付税の増加によるも

のであり、平成２９年度と比較すると１.１ポイント高くなっており、引き続き増加

傾向にある。また、町債現在高は平成２９年度と比較すると△４,１６８万３,０００

円減少し、令和２年度に増加に転じたものの減少傾向にある。 

 歳入でございます。 

 歳入の款別の決算状況は、次のとおりであり、これについてもお目通しをいただき

たいと思います。 

 ア 町税でございます。 

 当年度の町税の決算状況を見ると、予算現額３億４,３３１万５,０００円に対し、

調定額３億７,３９７万４,０００円、収入済額３億５,８９３万６,０００円となって

いる。 

 収入済額の内訳は、現年度分が３億５,５２６万６,０００円と滞納繰越分が３６７

万円であり、前年度決算額３億７,２５２万９,０００円より△１,３５９万３,０００

円減少している。 

 町税の調定及び収入状況は、次のとおりでございます。お目通しをいただきたいと

思います。 

 税目別に見ると現年課税分の個人町民税の徴収率が９９.３％と前年度比０.４ポイ

ントの増加、固定資産税の徴収率が９９.２％と前年度比０.４ポイントの増加、軽自

動車税の徴収率が９８.７％、前年度比０.３ポイントの増加、市町村たばこ税は前年

度と同率の１００％の徴収率となっている。一方、法人町民税の徴収率は９８.８％

と前年度比△１.２ポイントの減少となっているが、これは過年度の複数年分をまと

めて確定申告を行った法人が支払いできなかったことによるものである。 

 滞納繰越分の個人町民税の徴収率は３８.１％と前年度比０.２ポイントの増加、法

人町民税の徴収率が４.５％と前年度比１.５ポイントの増加、固定資産税の徴収率が

２１.０％と前年度比１.８ポイントの増加、軽自動車税の徴収率が３３.９％と前年
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度比１２.０ポイントの増加となっている。 

 町税全体を前年度と比較すると収入済額は３億５,８９３万６,０００円で、△１,

３５９万３,０００円の減少、徴収率は９６.０％で前年度比０.４ポイントの増加と

なっている。 

 府内１１町村平均との比較でございます。これは徴収率でございますが、次のとお

りでございます。お目通しをいただきたいと思います。 

 町税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、令和２年度の現年課税分について

は０.７ポイント上回っているが、滞納繰越分については△１１.９ポイント下回って

いる。滞納繰越分について、令和３年度においては増加に転じたものの、例年と比較

すると新型コロナウイルス感染症の影響等により徴収率が減少しており、府内町村平

均と差があることから、税機構と連携しながら徴収率向上に努める必要がある。  

 イ 使用料・負担金 

 住宅使用料の現年度分の収入済額は８０２万５,０００円で前年度と比較して△７

６万３,０００円減少しているが、徴収率は１００.０％(前年度９９.０％)で１.０ポ

イント増加、過年度分の収入済額は５９万円で前年度と比較して△１２万９,０００

円減少し、徴収率は３.８％となった。悪質滞納者の住宅明け渡しや徴収努力により、

現年度分の徴収率は１００.０％となっている。 

 また、保育料の現年度分の収入済額は３１０万６,０００円で、令和元年１０月よ

り開始された保育料無償化の影響により前年度と比較して△１１１万６,０００円の

減少、徴収率は前年度と同様１００.０％である。過年度分の収入済額は４万円で、

前年度と比較して△３万円減少し、徴収率は２８.９％（同３３.６％）で△４.７ポ

イント減少している。 

 ウ その他 

 町税と共に重要な一般財源である地方交付税は、普通交付税及び特別交付税を合わ

せ総額１９億９，５９６万５,０００円で、前年度と比較して２億５,６７４万９,０
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００円の増加となっている。 

 一方、国庫支出金は５億５,３１５万８,０００円で、令和２年度に実施された特別

定額給付金給付事業費補助金の皆減や新型コロナ対応地方創生臨時交付金の減少など

に伴い、前年度と比較して△２億１，９４６万４,０００円の減少となっている。 

 町債は３億２,７９０万円で、体験交流センター耐震事業やマンホールトイレ整備

事業等の完成に伴い、前年度と比較して△３,６７０万円の減少となっている。 

 （３）歳出 

 歳出を目的別に分類すると、次のとおりでございます。お目通しをいただきたいと

思います。 

 目的別歳出を前年度と比較すると、民生費は住民税非課税世帯等臨時特別給付金事

業や子育て世帯への臨時特別給付金事業などの新型コロナウイルス感染症に係る生活

支援、和束保育園耐震改修工事期間中の仮設園舎として東保育園・いきいきこども館

改修事業、総合保健福祉施設整備のための地域福祉基金の積立等により２億２,２１

８万１,０００円の増加、土木費は祝橋や石寺橋整備事業等により１億３,６７２万７,

０００円の増加、公債費は元利償還金の増加に伴い１,２０８万６,０００円の増加と

なっている。 

 また、総務費は大規模事業に備えて減債基金へ積立した一方で、特別定額給付金事

業の皆減等により△２億１,１４４万９,０００円の減少、衛生費は新型コロナウイル

スワクチン接種事業等を実施した一方で、大谷処理場大規模改修に係る相楽郡広域事

務組合負担金の減少等により△４,４０４万２,０００円の減少、農林業費は新型コロ

ナウイルス感染症対策に係る茶業経営支援給付金事業の皆減等により△４,３９０万

９,０００円の減少となっている。 

 歳出を性質別に分類すると、次のとおりでございます。これについてもお目通しを

いただきたいと思います。 

 ２ 特別会計 
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 （１）湯船財産区特別会計 

 決算状況は、次のとおりであり、５年間の比較をつけておりますので、これについ

てもお目通しをください。 

 決算額は、前年度と比較すると、歳入が△２４５万円、歳出が△２４２万７,００

０円減少した。職員退職による人件費の減少に伴い歳出総額が減少し、財政調整基金

繰入金も３０万円にとどまった。基金繰入金に依存する財政運営であるため、中長期

的には基金の枯渇が見込まれることから、基金残高（６２２万７,０００円）に見合

った財産区運営の検討が必要である。 

 （２）国民健康保険特別会計 

 ①事業勘定の決算状況等は、次のとおりである。 

 被保険世帯数及び被保険者数は各年度３月末時点であります。これについてもお目

通しをいただきたいと思います。 

 決算額は、歳入５億９,３４６万２,０００円、歳出５億５,２５７万５,０００円で、

歳入歳出差引額は４,０８８万７,０００円の黒字となっている。前年度と比較すると、

歳入総額は△２,４１９万２,０００円の減少、歳出総額は△３,２０７万５,０００円

の減少となっている。内訳を前年度と比較すると、歳入では国民健康保険税が税率の

見直し等により△１,３３５万４,０００円減少、歳出では新型コロナウイルス感染症

に伴う医療機関への受診控えが回復傾向にあったこと等により保険給付費が１,１６

２万円増加、国民健康保険事業費納付金は△２,３９８万円減少している。 

 平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、移行後の財政運営に一定

の目途がたったことにより、令和３年度から保険税率を引き下げているが、社会情勢

の変化により、国民健康保険税収入や保険給付費が大きく増減することから、その動

向を注視し安定的な財政運営を継続していくことが求められる。 

 国民健康保険税徴収状況は、次のとおりでございます。お目通しをください。 

 国民健康保険税収入額は、現年度分が９,５９７万９,０００円であり、国民健康保



― 10 ― 

険税率の見直し等に伴い前年度と比較すると△１,３６７万１,０００円減少し、徴収

率は９６.８％で０.８ポイント改善している。滞納分は４８７万円であり、前年度と

比較すると３１万７,０００円増加しており、徴収率は３３.３％で５.７ポイント改

善している。 

 府内１１町村平均との比較(徴収率)でございますが、次のとおりでございます。こ

れについてもお目通しをいただきたいと思います。 

 令和２年度国民健康保険税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、現年課税分

は△０.７ポイント、滞納繰越分は△１.５ポイント下回る徴収率となっている。令和

３年度においては、現年課税分、滞納繰越分ともに増加傾向にあり、引き続き、税機

構と連携しながら徴収率向上に努める必要がある。 

 ②直営診療施設勘定の決算状況は、次のとおりでございます。お目通しをいただき

たいと思います。 

 前年度と比較すると、診療収入が△５９８万５,０００円減少、一般会計繰入金は

新型コロナウイルス感染症対策分を含め７９万１,０００円増加し３,６２９万１,０

００円となっている。令和４年度より新しく医師を迎え、新たな診療体制での運営を

開始されたが、直営施設としての責務のもと地域医療の確保と住民の健康づくりをよ

り一層推進するとともに、一般会計繰入金に依存することのない健全な財政運営を進

めていく必要がある。 

 （３）簡易水道事業特別会計 

 決算状況は次のとおりであり、これについてもお目通しをいただきたいと思います。 

 前年度と比較すると、老朽化や災害に備えた水道施設設備更新事業等が完了したこ

とにより、歳入が△２億８３２万３,０００円、歳出が△２億６３９万１,０００円そ

れぞれ減少している。水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.９４％（前年度９９.

９５％）、過年度分で５.９％（同７.３％）となり、現年度分は△０.０１ポイント、

過年度分は△１.４ポイント悪化している。 
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 統合簡易水道事業等に係る元金償還の開始に伴い、非常に厳しい経営状況となって

おり、令和３年度においても減債基金の取崩しや資本費平準化債の借入により何とか

黒字を維持できている状況である。令和４年度から水道使用料の見直しにより収支改

善が期待されるが、今後も独立採算の原則に基づき、経営の効率化と徴収率の向上に

努め、経営基盤の強化に取り組んでいく必要がある。 

 （４）下水道事業特別会計 

 決算状況については、次のとおりでございます。お目通しをいただきたいと思いま

す。 

 前年度と比較すると、歳入が△９２９万円減少、歳出が１４３万１,０００円増加

した。令和２年度繰越事業である設備等の更新のためのストックマネジメント計画策

定事業に要する経費について前年度中に繰入していたことにより、一般会計繰入金が

△２,１５１万４,０００円減少している。 

 下水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.９６％（前年度９９.８９％）、過年度

分で５.５％（同５.４％）となり、現年度分は０.０７ポイント、過年度分は０.１ポ

イントそれぞれ改善した。 

 元利償還金がピークを越えた一方、施設設備の老朽化が進行しており計画的な更新

が求められる。ストックマネジメント計画によると、中央浄化センター設備の大規模

更新が必要であるとのことから、今後の下水道事業の在り方を含めた町全体の整備方

針を策定し、安定的かつ健全な経営が維持できるよう慎重に検討を進めていく必要が

ある。 

 （５）介護保険特別会計 

 ①保険事業勘定の決算状況は、次のとおりである。これについてもお目通しをいた

だきたいと思います。 

 前年度と比較すると、介護保険料の見直しによる保険料収入の増加等により、歳入

が２,７５１万６,０００円、歳出が２,０８２万３,０００円それぞれ増加した。 
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 介護保険料の徴収率は、現年度分で９９.３％（前年度９９.４％）、過年度分では

２３.７％（同３３.６％）となり、現年度分は△０.１ポイント、過年度分は△９.９

ポイント悪化していることから、滞納を続けると利用者負担が増加する等の給付制限

があることを十分に説明しながら、徴収率の向上に努める必要がある。 

 保険給付費の急増に伴い、令和３年度から介護保険料の見直しを行っているが、第

８期介護保険事業計画に基づき、健康づくり・介護予防を推進しながら給付費の抑制

に努め、地域包括ケアシステムの充実を進められたい。 

 次に、②介護サービス事業勘定の決算状況は、次のとおりでございます。これにつ

いてもお目通しをいただきたいと思います。 

 前年度と比較すると、歳入が１１７万１,０００円、歳出が１１１万２,０００円そ

れぞれ増加した。要支援認定者の増加、認知症や高齢者虐待等に対応するためケアマ

ネジャーを増員させたことに伴い、歳出総額が増加し、一般会計繰入金が１３８万２,

０００円増加している。 

 （６）後期高齢者医療特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。これについてもお目通しをいただきたいと思いま

す。 

 前年度と比較すると、歳入が６３万１,０００円、歳出が４３万円それぞれ増加し

た。 

 後期高齢者医療保険料の徴収率は、現年度分で９９.０％（前年度９８.２％）、過 

年度分で３０.４％（同２２.８％）となり、現年度分は０.８ポイント、過年度分は

７.６ポイントそれぞれ好転している。 

 後期高齢者医療においては、高齢者の増加に伴って医療費も増加している。平成２

０年度より広域連合で運営しているが、健康診査等の保健事業の充実などにより医療

費の抑制を図りつつ、将来にわたり安心して医療が受けられるよう安定的な運営を期

待する。 
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 ３ 基金の運用状況 

 （１）用品調達基金 

 本基金は、用品の集中購入を実施することにより、用品の取得及び管理に関する事

務を円滑かつ効率的に行うことを目的として、平成２年９月に設置されたもので、基

金総額３００万円で運用されている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりでございます。お目通しをいただきたいと思いま

す。 

 用品の取得価格と払出価格に差額が生じた場合は、過不足額の整理が必要であるこ

とから、令和３年度において３,３９２円が整理されている。 

 （２）「くらしの資金」貸付基金 

 本基金は、「くらしの資金」の貸付けに関する事務を、円滑かつ効率的に行うこと

を目的として、昭和４５年１２月に設置されたもので、基金総額６７０万円で運用さ

れている。 

 令和２年度において、新型コロナウイルス感染症の影響による経済的支援を拡充す

るため、３００万円を積み増ししている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりでございます。これについてもお目通しをいただ

きたいと思います。 

 ４ 総括 

 （１）決算規模 

 令和３年度一般会計及び特別会計の決算は、次のとおりでございます。これについ

てもお目通しをいただきたいと思います。 

 決算額を前年度と比較すると、歳入決算額は△２億４,３０７万５,０００円、歳出

決算額は△２億２,０７３万３,０００円それぞれ減少している。（第８表参照） 

 （２）決算収支 

 一般会計及び６特別会計の決算における、歳入歳出差引額は１億３,２３１万２,０
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００円、歳入歳出差引額（形式収支額）から繰越事業に必要な金額を除いた実質収支

額は１億１,５２６万４,０００円、また実質収支額から前年度の実質収支額を差し引

いた単年度収支額は９６１万３,０００円となった。 

 決算収支の対前年度比較は次のとおりでございます。お目通しをいただきたいと思

います。 

 （３）予算の執行状況 

 歳入は予算現額６１億１,２７５万５,０００円に対し、決算額は５７億５,３０３

万円で収入率は９４.１％となっている。歳出は決算額が５６億２,０７１万８,００

０円で、執行率は９２.０％となっている。 

 会計別執行状況は次のとおりでございます。お目通しをいただきたいと思います。 

 （４）財政状況（財政指標） 

 令和３年度決算の主な財政指標は、第１表・第２表のとおりである。 

 財政構造の弾力性や健全性を示す経常収支比率は８３.２％で、普通交付税の大幅

な増加により、前年度の９３.０％より９.８ポイント好転している。一方、財政力指

数は０.１７５へと悪化しており、自主財源の割合が低く、財源に余裕がない財政状

況にある。 

 実質公債費比率（３か年平均）は前年度比△０.５ポイント減の１２.２％となり、

普通交付税の大幅増により年々悪化してきた比率が好転した。しかしながら、普通交

付税の大幅増は一時的な措置に基づくものが大きく数年先には減少が見込まれること、

総合保健福祉施設整備事業や和束保育園耐震改修事業等の大規模事業が計画されてい

ること、簡易水道事業に係る元利償還金が増加していくことなどから、今後悪化して

いくことが予想されるため、過疎対策事業債をはじめとする有利な地方債やここ数年

計画的に積立している基金を活用しながら事業執行を進められたい。 

 （５）財源の確保と事業の執行 

 一般会計と特別会計の収入未済額の合計額は、第６表のとおり７,３８８万７,００
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０円と年々減少している。過年度分を増やさないよう現年度分を中心に徴収を進めて

きた成果の積み重ねであり、これまでの徴収努力を高く評価できる。今後も引き続き

徴収努力を継続され、徴収率の向上に向けた取り組みを推進されたい。 

 収入未済額のうち、死亡及び居所不明、時効の完成等の理由によるものについては

不納欠損処理を実施されているが、第７表のとおり、令和３年度については不納欠損

額が町税１２２万６,０００円、国民健康保険特別会計（事業勘定）１９８万５,００

０円、介護保険特別会計（事業勘定）４２万１,０００円の合計３６３万２,０００円

で、前年度と比較すると７９万５,０００円増加している。長年、収入が見込めない

ものについては、相続人や保証人等の調査をはじめとした必要な手続きを踏んだうえ

で、法令・条例に従い、滞納整理を具体的に進められたい。 

 令和３年度においては、前年度も比較的高い徴収率であったにもかかわらず、全体

的に徴収率の向上がみられ、徴収努力の成果が認められる。一方、水道使用料や介護

保険料などの見直しが行われたことから、負担の公平性や住民の信頼を確保する観点

からも、より一層厳格に徴収・管理を行うことが求められる。悪質滞納者に対しては、

引き続き、住宅の明け渡しや給水停止処分、給付制限など法令・条例に基づく適切な

対応を講じられたい。また、国民健康保険税に係る悪質滞納者においては、短期被保

険者証の交付による納付指導に加え、被保険者資格証明書の交付による対応を検討さ

れたい。 

 また、事業執行にあたっては、翌年度への繰越事業が多い状況にある。繰越事業に

おいては、事務手続が煩雑になり各事業が順々に遅れていくことから、制度上やむを

得ない場合を除き、繰越することがないよう事務処理を進められたい。 

 （６）基金管理等 

 「くらしの資金」貸付基金や生活更生資金貸付金等について、借受人が死亡や転出、

高齢化しているなど回収が困難なケースが多いことから、分納誓約書がある借受人や

居住場所を把握している借受人などは着実に徴収を行うなど返済する人数を増やし、
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メリハリをもって徴収にあたられたい。また、借受人やその相続人の死亡などにより

回収不可能な場合やアグリビジネス株式会社の株式の取扱いなどについては、弁護士

と相談のうえ、慎重な対応のもと適切な措置を講じられたい。 

 （７）おわりに 

 令和３年度は和束町第４次総合計画の総決算、また、第５次総合計画の第一歩をス

タートさせる年度として、さまざまな施策に取り組みながら全会計とも黒字決算とな

った。 

 さらに、令和３年度においては、総合計画に基づくさまざまな事業を展開しながら、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策や生活支援などを迅速かつきめ細かに

対応されてきた。併せて、普通交付税の大幅な増加により、総合保健福祉施設整備を

はじめとする大規模事業を見据えた基金積立を実施するなど持続可能な財政運営に向

けた取り組みも進められている。今後も効率的・安定的な財政運営を継続させつつ、

住民ニーズに沿ったまちづくりを推進されたい。 

 最後に、税収が減収傾向にあり、また、人口減少や高齢化等に伴い税収の伸びが期

待できない状況を踏まえ、犬打峠トンネル（仮称）開通など和束町にとって大きな変

革を迎える機会を逃がすことなく、新たな第５次総合計画を指針とした住民との協働

によるまちづくりに邁進されるよう期待し、令和３年度決算審査の意見とする。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時４５分まで休憩します。 

休憩（午前１０時３１分～午前１０時４５分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 続きまして、副町長から順次説明を求めます。 

 副町長。 
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○副町長（奥田 右君） 

 それでは、私のほうから、主要な施策の成果の説明書に基づきまして、朗読によっ

て説明に代えさせてさせていただきたいと思います。 

 地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、令和３年度決算に係る主要な施策の

成果を説明する書類を次のとおり提出する。 

令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 

和束町長  堀 忠雄 

 １．総括 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症が急速に拡大し、住民生活や行財政運営

に大きな影響を及ぼしました。そのような状況のなか、第４次総合計画に掲げる取組

をさらに発展・充実させ、令和３年９月に策定した第５次総合計画へ継承させていく

とともに、新たなまちづくりへの第一歩を踏み出すこととして、さまざまな施策を展

開してきたところです。 

 （１）和束を担う次世代の人づくり協働プログラム 

 保育料や給食費、医療費の無償化を継続させるとともに、学校教育の充実やスポー

ツの振興などを通じて、子育てに対する切れ目ない支援を推進し、次世代を担う人づ

くりに取り組んでまいりました。 

 （２）住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム 

 保健医療福祉の一体的な提供体制の構築を図るための総合保健福祉施設の整備に向

け、機構改革により新たな課を設置し具体的な取組を着実に進めるとともに、地域医

療の充実のため、国民健康保険直営診療所の医師確保に努めるなど誰もが住み慣れた

地域で安心して生活できるまちづくりを推進してまいりました。 

 （３）安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラム 

 道路・橋りょう等の整備、新たな地域公共交通の構築に向けた検討、人口減少を見

据えた移住施策の充実など、便利で快適な暮らしの充実と定住促進を推進してまいり
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ました。 

 （４）自然を守りともに暮らす協働プログラム 

 和束保育園耐震改修に係る仮設園舎として東保育園・いきいきこども館の改修や防

火水槽整備に係る設計など災害に強いまちづくりを進めるとともに、安心安全で安定

的な水道供給に努めるなど、住民の生命と財産を守るための施策を展開してまいりま

した。 

 （５）和束のブランドを高める協働プログラム 

 凍霜害を受けた茶農家への助成金など基幹産業である和束茶の維持・発展のための

取組、地元住民や観光客の交流の場として交流ステーション「和束の郷」の運営、観

光に特化した有償運送として全国初の取組となるグリーンスローモビリティ周遊観光

事業の展開など和束ブランドをさらに広め、質を高めるための取組を推進してまいり

ました。 

 （６）住民・事業者・行政がともに進める協働プログラム 

 ふるさと納税の増額を目指し、本町の魅力を活かした返礼品の開拓・見直しを図り

ながら、自主財源の安定的な確保に努めてまいりました。 

 （７）新型コロナウイルス感染症対策 

 感染拡大防止を図るため、ワクチン接種体制を確保し円滑な接種を進めるとともに、

地域経済や住民生活の支援のため、生活応援商品券や新生児から大学生までの子育て

世帯、事業者、各区などを対象とした支援金などきめ細やかで効果的な取組を展開し

てまいりました。 

 以上のような事業を進め、令和３年度一般会計他６特別会計の決算は、歳入５７億

５,３０３万円、歳出５６億２,０７１万８,０００円、歳入歳出差引額１億３,２３１

万２,０００円の黒字となりました。 

 次ページ、よろしくお願いします。 

 ２．歳入の概要 
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 一般会計の歳入総額の対前年度比は、△２,２８０万５,０００円（△０.６％）の

減額となりました。 

 歳入の内訳については、以下のとおりです。 

 単位としましては、千円と％となっております。 

 主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 まず、町税でございます。対前年度増減で△１,３５９万３,０００円、△３.６％

の減となっております。これにつきましては、固定資産税の減が主な要因で、３年に

一度に評価替えを行います。その関係が主な要因でございます。 

 次に、四つ飛ばさせていただきまして、法人事業税交付金でございます。対前年度

増額につきましては１７４万７,０００円、２９０.７％の伸びとなっております。こ

れにつきましては、法人事業税の交付金が令和２年度に創設されております。今回の

増額につきましては交付率の変更によります増額となっております。 

 次に、三つ飛ばしまして地方特例交付金でございます。２６２万円の増ということ

で、８７.１％の伸びとなっております。これにつきましては、新型コロナウイルス

感染症対策地方税の減少に伴う補填の特例交付金で頂いております。 

 次に、その下の地方交付税でございます。２億５,６７４万９,０００円の増、１４.

８％の伸びとなっております。これにつきましての主な要因につきましては、令和２

年度に国調が行われております。和束町につきましては、人口急減補正の大幅増の対

象となっております。それと、あと、地域デジタル社会推進事業費の制度など入りま

して、今回の伸びとなっております。 

 次に、三つ飛ばしまして、国庫支出金でございます。△２億１,９４６万４,０００

円、△２８.４％の減となっております。これにつきましては、昨年、定額給付金１

０万円の口がございました。それがなくなっておりますので、それの皆減でございま

す。 

 次に、下から２番目でございます。諸収入でございます。△１,２１６万８,０００
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円の減ということで、△２７.９％の減となっております。これにつきましては、昨

年はマウンテンバイクの関係でスポーツ振興の宝くじの助成金を頂いております。こ

れが諸収入で出ております。令和３年度はなくなっておりますので、それに伴う減が

主な要因でございます。 

 次に、３ページをお願いします。 

 ３．歳出の概要でございます。 

 まず、一般会計の歳出総額の対前年度比につきましては１０９万６,０００円、０.

０３％の増額となりました。 

 歳出の内訳につきましては、以下のとおりということで、主なもののみ紹介させて

いただきます。 

 まず、目的別でございます。 

 その中の総務費で対前年度増減で△２億１,１４４万９,０００円、△１９.１％の

減となっております。これは先ほども触れましたように、定額給付金の関係の減でご

ざいます。 

 次に、民生費でございます。２億２,２１８万１,０００円、２７.７％の増となっ

て伸びております。これにつきましては、地域福祉基金を民生費で積み立てておりま

すので、それの関係の増額となっております。 

 次に、農林業費でございます。△４,３９０万９,０００円、△２６.５％の減とな

っております。これにつきましては、茶業経営支援給付金と農産物の直営整備上の関

係の減が主な要因でございます。 

 土木費でございます。１億３,６７２万７,０００円の増ということで、７５.４％

の伸びとなっております。これにつきましては、祝橋の整備が主な要因でございます。 

 災害復旧費でございます。△２,２９２万１,０００円の減ということで、△５５.

２％の減となっております。これにつきましては、別所地区の地すべり関係がござい

ました。それの関係の事業がほぼ終わりましたので、それの関係の減が主な要因でご
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ざいます。 

 次に、下の（２）性質別でございます。 

 まず、補助費等の関係でございます。△４億８,７８１万円ということで、△３６.

４％の減となっております。これにつきましては、子育て世帯への臨時給付金並びに

住民税の非課税の関係が減っておりますので、その関係の減となっております。  

 普通建設事業費でございます。１億２,６５２万２,０００円でございます。これに

つきましては、先ほど触れましたように、祝橋の関係の増となっております。  

 災害復旧事業費につきましても、先ほど触れました別所地区の地すべりの関係が落

ちておりますので、それのための減となっております。 

 積立金の関係でございます。２億７,０２７万６,０００円の１４８.３％の伸びと

なっております。これにつきましては、地域福祉基金、それと減債基金に積立てをし

ておりますので、そのための増となっております。 

 次に、次ページをよろしくお願いします。 

 ４．特別会計でございます。 

 ６特別会計の令和３年度決算総額は、歳入１９億１,４２４万円、歳出１８億３,９

２２万８,０００円で前年度と比較すると歳入では△２億２,０２７万円（△１０.

３％）の減でございます。歳出では△２億２,１８２万９,０００円（△１０.８％）

の減となりました。 

 ６特別会計の決算状況は、以下のとおりですということで、それぞれの６特別会計

の令和３年度と令和２年度の比較をしております。また、お目通しのほうをよろしく

お願いしたいと思います。 

 次に、５ページでございます。 

 ６つの協働プログラムにより主なものを説明させていただきたいと思います。 

 ５．主な施策ということで、まず、一番初めですけれども、「和束を担う次世代の

人づくり協働プログラム」としまして５億２１５万８,０００円の決算額となってお
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ります。 

 その中の子育て支援でございます。２億３,０９７万４,０００円。 

 主な中身ですけれども、保育所運営事業としまして８,６６８万９,０００円、また、

子育て支援センター事業として１,２３３万円、二つ飛ばしまして児童手当給付事業

３,１２３万６,０００円。 

 次、次ページをお願いします。 

 主なものとしましては、子育て世帯等臨時特別支援事業でございます。これにつき

ましては３,２９６万５,０００円を支出しております。 

 高校生等就学応援給付金事業でございます。これにつきましては１,１３１万３,０

００円支出しております。 

 以上が主なものでございます。 

 次に、学校教育・社会教育・スポーツ・歴史文化でございます。これにつきまして

は２億２０９万７,０００円の決算額になっております。 

 主なものとしましては、相楽東部広域連合負担金（教育費分）でございます。１億

９,６０２万６,０００円が主なものとなっております。 

 次に、交流６,９０８万７,０００円でございます。 

 主なものとしましては次ページをお願いします。 

 ７ページの体験交流センター改修事業を行っております。６,５３６万１,０００円

が主なものでございます。 

 次に、「住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム」でございます。６億２,９

３１万円、決算額になっております。 

 その中の主なものですけれども、人権尊重で２,１７６万３,０００円、決算になっ

ております。 

 主なものとしましては、人権ふれあいセンター運営事業２,０７２万２,０００円が

主なものとなっております。 
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 次に、保健・医療の関係でございます。１億８,２４１万３,０００円の決算額とな

っております。 

 主なものにつきましては、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金が４,３３３万円、

また直営診療施設勘定繰出金が３,６２９万１,０００円、山城病院組合負担金につき

ましては３,０５０万８,０００円。 

 次のページをお願いします。 

 それと主なものとしましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業を行っており

ます。それの決算額が３,８３５万８,０００円となっております。これが主なもので

ございます。 

 次に、高齢者・障がい者支援でございます。これにつきましては３億３,９１９万

６,０００円の決算額となっております。 

 主なものとしましては、後期高齢者療養給付事業６,８１０万４,０００円でござい

ます。それと、下から三つ目ですけども、障害者自立支援給付事業が９,７６５万１,

０００円と次ページをよろしくお願いします。上から六つ目でございます。介護保険

特別会計保険事業勘定繰出金が９,８０８万７,０００円、一つ飛ばしまして、後期高

齢者医療特別会計繰出金２,６０１万９,０００円が主なものとなっております。 

 次に、１０ページをよろしくお願いします。 

 地域福祉でございます。決算額８,１０１万でございます。 

 その中の主な事業は、社協職員設置事業で１,８１２万円、あと、一番下ですけれ

ども、住民税非課税世帯等臨時特別給付事業で５,１３８万６,０００円の決算となっ

ております。これが主なものでございます。 

 次に、地域安全でございます。４９２万８,０００円につきましては、交通安全対

策事業で同額を支出しております。 

 次に、「安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラム」３億９,８９０万４,０

００円となっております。 
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 主な内容ですけれども、情報で４,９８７万４,０００円と次ページをよろしくお願

いします。茶源郷行政情報配信システム更新事業で４,１８０万円支出しております。

これが主な事業でございます。 

 次に、道路でございます。２億７,１４６万５,０００円でございます。 

 その中の主な事業ですけれども、上から三つ目の祝橋整備事業で１億７,０００万

４,０００円でございます。あと石寺橋整備事業で６,４５１万２,０００円を支出し

ております。 

 一番下です。公共交通２,３１３万８,０００円でございます。めくっていただきま

して、主なものにつきましては、路線バス対策事業で２,０８５万９,０００円が主な

ものとなっております。 

 次に、住宅でございます。４,７９０万円の決算額となっております。 

 主なものにつきましては、住宅管理事業で１,１１１万３,０００円でございます。

共同浴場運営事業が１,３４３万１,０００円、それと下から三つ目ですけど、移住・

定住促進事業で１,１３１万７,０００円が主な事業となっております。 

 次に、１３ページをよろしくお願いいたします。 

 公園・緑地関係６５２万７,０００円でございます。 

 これにつきまして主なものは、和束運動公園管理事業で６４２万２,０００円が決

算額となっております。 

 次に、「自然を守りともに暮らす協働プログラム」５億８,７３７万９,０００円で

ございます。 

 まず、防災関係で２億２,６６２万１,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、相楽中部消防組合負担金で１億４,１６４万８,０００円、

あと、非常備消防費で１,６４１万８,０００円、それと一番下ですけれども、和束保

育園耐震改修事業で５,９１８万３,０００円が主なものとなっております。 

 次、１４ページをお願いします。 
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 次は河川環境の関係で２７８万円でございます。 

 主なものにつきましては、河川護岸整備事業で同額となっております。 

 あと、上下水道関係で２億１,２８４万７,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、簡易水道事業特別会計繰出金で６,６９４万８,０００円、

下水道事業特別会計繰出金１億４,４８１万１,０００円が主なものとなっております。 

 次に、森林保全・治山・治水の関係で７０１万２,０００円でございます。 

 主な事業としましては、森林組合助成事業で２００万円、そして、その下の豊かな

森を育てる府民税交付金事業で２０１万６,０００円が主な内容となっております。 

 次に、１５ページをよろしくお願いします。 

 環境・循環資源・エネルギー関係で１億３,８１１万９,０００円でございます。 

 主なものとしましては、じん芥処理費で１億９０４万４,０００円、し尿処理費の

関係で２,７２０万６,０００円を決算額としております。 

 次に、「和束のブランドを高める協働プログラム」でございます。これにつきまし

ては１億７,５４１万７,０００円の決算額となっております。 

 主なものとしまして、まず、農林業の関係で４,００８万８,０００円でございます。 

 その中の主なものにつきましては、農業次世代人材投資資金給付事業で７８７万５,

０００円を執行しております。 

 次、次ページをよろしくお願いします。 

 一番下のほうですけれども、凍霜被害茶園対策助成金で１,１８３万１,０００円が

主なものとなっております 

 商工業でございます。７,９２５万８,０００円の決算額となっております。 

 次、１７ページをよろしくお願いします。 

 主なものとしましては、雇用促進事業１,６９４万７,０００円、一つ飛ばしまして、

茶源郷和束生活応援商品券事業が３,９２８万１,０００円、その下の事業者支援給付

金事業で１,５５３万円が主なものとなっております。 
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 次に、交流産業で３,３６７万２,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、農・観連携コミュニティ創生事業で７００万円、観光案

内所管理運営事業の関係で４４９万６,０００円、一番下ですけれども、マウンテン

バイクランド活用促進事業で７３９万７,０００円支出しております。 

 次ページをよろしくお願いします。 

 １８ページの交流ステーション（農産物直売所）管理事業の関係ですけれども、２

８２万９,０００円の支出、これが主なものとなっております。 

 次に、１９ページをよろしくお願いします。 

 新たな産業の創出で２,２３９万９,０００円を支出しております。 

 主なものにつきましては、茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業で１,６３４

万８,０００円、これが主なものとなっております。 

 次に、「住民・事業者・行政が共に進める協働プログラム」で９,９５８万円の決

算額となっております。 

 まず、住民参画まちづくりで３５４万３,０００円支出しております。 

 これにつきましては、主なものは文化的景観調査事業で３０１万２,０００円支出

しております。 

 次に、情報公開で４３万３,０００円でございます。 

 これにつきましては文書広報事業で同額となっております。 

 次に、行財政・地域経営で７,２２５万２,０００円の決算額となっております。 

 主なものにつきましては、上から２番目、電子計算費３,８８１万４,０００円、次

の戸籍電子化事業で９８６万４,０００円が主なものとなっております。 

 次に、２１ページ、最後でございます。 

 広域行政２,３３６万２,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、相楽東部広域連合負担金（総務費・民生費分）で１,６

２４万７,０００円が主なものとなっております。 
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 以上、主な施策の成果の説明とさせていただきます。ありがとうございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 続いて、会計課長以下、説明をいただきますけども、説明に当たっては決算書は款

のみの数字にとどめ、決算事項別明細書については特に重要なもののみとし、簡潔明

瞭に説明を願います。 

 それでは、会計課長。 

〇会計管理者兼会計課長（榎木由佳君） 

 それでは、私からは、令和３年度の一般会計並びに６特別会計につきまして御説明

を申し上げます。 

 議案書の認定第１号をお願いいたします。 

 認定第１号 

令和３年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町一般会計歳入歳出決

算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町一般会計歳入歳出決算 

 歳入でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に、朗読により説

明させていただきます。 

 １款町税、３億４,３３１万５,０００円、３億７,３９７万４,０４４円、３億５,

８９３万５,７７８円、１２２万６,２３２円、１,３８１万２,０３４円。 

 ２款地方譲与税、３,５４６万９,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 
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 ３款利子割交付金、３２万３,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ４款配当割交付金、３１１万５,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、３５９万９,０００円、調定額・収入済額同額でご

ざいます。０円、０円。 

 ６款法人事業税交付金、２３４万８,０００円、調定額・収入済額同額でございま

す。０円、０円。 

 ７款地方消費税交付金、７,８７３万７,０００円、調定額・収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,２３１万６,０００円、１,２３１万６,８４５円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ９款環境性能割交付金、３５９万１,０００円、３５９万１,９９８円、収入済額同

額でございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、１０款地方特例交付金、５６２万８,０００円、調定

額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １１款地方交付税、１９億８,８７２万３,０００円、１９億９,５９６万５,０００

円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、全て０円でございます。 

 １３款分担金及び負担金、７,２９５万２,０００円、７,３０６万２,８１７円、７,

２９３万４,３１７円、０円、１２万８,５００円。 

 １４款使用料及び手数料、２,８８７万４,０００円、４,４７１万３,９３７円、２,

９０７万４,４３９円、０円、１,５６３万９,４９８円。 

 １５款国庫支出金、７億３,７５４万１,０００円、５億５,３１５万８,０４２円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 
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 １６款府支出金、１億９,１４２万６,０００円、１億８,９９７万８,２７８円、収

入済額同額でございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、１７款財産収入、２４万４,０００円、１０万３,４０８

円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １８款寄付金、１１５万２,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 １９款繰入金、５,１７４万２,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ２０款繰越金、８,１２０万１,０００円、８,１２０万１,２５１円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ２１款諸収入、３,１６８万９,０００円、３,８０７万８,２７５円、３,１５１万

７,０５３円、０円、６５６万１,２２２円。 

 ２２款町債、５億３,３５０万円、３億２,７９０万円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額４２億７４８万５,０００円、調定額３８億７,６１５万７,５

８７円、収入済額３８億３,８７９万１０１円、不納欠損額１２２万６,２３２円、収

入未済額３,６１４万１,２５４円です。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に、朗読により説明させてい

ただきます。 

 １款議会費、５,１９６万２,０００円、５,１７２万６,２２５円、０円、２３万５,

７７５円。 

 ２款総務費、９億７６２万７,０００円、８億９,７９８万８８６円、２７万２,０

００円、９３７万４,１１４円。 

 ３款民生費、１０億３,７９１万２,０００円、１０億２,５２９万２,１７５円、９
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８６万５,０００円、２７９万４,８２５円。 

 ４款衛生費、５億７０７万８,０００円、５億１７９万１,４５９円、０円、５２８

万６,５４１円。 

 ５款農林業費、１億２,２７５万３,０００円、１億２,１６８万８,７４２円、０円、

１０６万４,２５８円。 

 ６款商工費、１億１,０９８万３,０００円、１億９２２万７,９７８円、０円、１

７５万５,０２２円。 

 ７款土木費、６億７,４５２万円、３億１,８０２万５５０円、３億４,８１７万３,

０００円、８３２万６,４５０円。 

 めくっていただきまして、８款消防費、２億５１５万７,０００円、１億８,３９０

万７６８円、１,２００万円、９２５万６,２３２円。 

 ９款教育費、１億９,６０２万６,０００円、１億９,６０２万６,０００円、０円、

０円。 

 １０款災害復旧費、３,４５５万５,０００円、１,８６１万８,４６２円、９５０万

円、６４３万６,５３８円。 

 １１款公債費、３億５,７２１万８,０００円、３億５,７２１万６,８３３円、０円、

１,１６７円。 

 １２款諸支出金、１万円、３８５円、０円、９,６１５円。 

 １３款予備費、１６８万４,０００円、０円、０円、１６８万４,０００円。 

 歳出合計、予算現額４２億７４８万５,０００円、支出済額３７億８,１４９万４６

３円、翌年度繰越額３億７,９８１万円、不用額４,６１８万４,５３７円。 

 歳入歳出差引残額５,７２９万９,６３８円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第２号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 
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  認定第２号 

      令和３年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町湯船財産区特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算。 

 特別会計につきましても、一般会計と同様にご説明申し上げます。 

 歳入でございます。 

 １款財産収入、２１万６,０００円、２１万５,５０３円、収入済額同額でございま

す。０円、０円。 

 ３款繰入金、３０万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ４款繰越金、３３万６,０００円、３３万６,１９８円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款諸収入、２４万８,０００円、１８万８,３５２円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額１１０万円、調定額１０４万５３円、収入済額１０４万５３円、

不納欠損額・収入未済額、共に０円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、１万５,０００円、支出済額同額でございます。０円、０円。 

 ２款総務費、８８万５,０００円、７１万１,３８７円、０円、１７万３,６１３円。 

 ４款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額１１０万円、支出済額７２万６,３８７円、翌年度繰越額０円、
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不用額３７万３,６１３円。 

 歳入歳出差引残額３１万３,６６６円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第３号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第３号 

      令和３年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、９,４６５万５,０００円、１億１,３７８万３,６３１円、１

億８４万８,６９４円、１９８万５,３７０円、１,０９４万９,５６７円。 

 ２款使用料及び手数料、６万円、６万４,９２９円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ３款国庫支出金、３９万４,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ４款府支出金、４億１,７１１万２,０００円、４億１,４４９万８,０００円、収入

済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款財産収入、１,０００円、８９１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ６款繰入金、４,３３３万円、４,３３２万９,８０７円、収入済額同額でございま



― 33 ― 

す。０円、０円。 

 ７款繰越金、９５万円、３,３００万３,６０３円、収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ８款諸収入、１２９万８,０００円、１３２万８,３８３円、１３２万２,５５２円、

０円、５,８３１円。 

 歳入合計、予算現額５億５,７８０万円、調定額６億６４０万３,２４４円、収入済

額５億９,３４６万２,４７６円、不納欠損額１９８万５,３７０円、収入未済額１,０

９５万５,３９８円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、２８８万４,０００円、２７９万４,５７２円、０円、８万９,４２８

円。 

 ２款保険給付費、３億９,１６４万２,０００円、３億９,１５１万３,９９５円、０

円、１２万８,００５円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億４,７５１万円、１億４,７５０万７,７８０

円、０円、２,２２０円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円、０円、０円、１,０００円。 

 ６款保健事業費、９７０万６,０００円、９６４万６１５円、０円、６万５,３８５

円。 

 ７款基金積立金、１,０００円、８９１円、０円、１０９円。 

 めくっていただきまして、８款公債費、全て０円でございます。 

 ９款諸支出金、１１２万９,０００円、１１１万７,３００円、０円、１万１,７０

０円。 

 １０款予備費、４９２万７,０００円、０円、０円、４９２万７,０００円。 

 歳出合計、予算現額５億５,７８０万円、支出済額５億５,２５７万５,１５３円、

翌年度繰越額０円、不用額５２２万４,８４７円。 
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 歳入歳出差引残額４億８８万７,３２３円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、令和３年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳

入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款診療収入、４,２２０万８,０００円、４,３０７万３,２９０円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ２款使用料及び手数料、２６万２,０００円、２６万２,６６０円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ４款府支出金、３万円、３万３７１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款繰越金、３４３万円、３４３万６２６円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ６款繰入金、３,６２９万１,０００円、３,６２９万１,２５０円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款財産収入、１,０００円、２円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、６７７万８,０００円、６８５万８,８１６円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額８,９００万円、調定額８,９９４万７,０１５円、収入済額８,

９９４万７,０１５円、不納欠損額０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６,４９２万１,０００円、６,４７２万７,４７９円、０円、１９万３,

５２１円。 

 ２款医業費、２,３８６万６,０００円、２,２３９万２７７円、０円、１４７万５,

７２３円。 

 ３款公債費、１万３,０００円、０円、０円、１万３,０００円。 
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 ５款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額８,９００万円、支出済額８,７１１万７,７５６円、翌年度繰

越額０円、不用額１８８万２,２４４円。 

 歳入歳出差引残額２８２万９,２５９円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第４号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第４号 

      令和３年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、７,７４５万４,０００円、８,９６１万１,８８４円、７,

７９５万７１円、０円、１,１６６万１,８１３円。 

 ２款分担金及び負担金、１,７８４万５,０００円、３０６万２,０７０円、収入済

額同額でございます。０円、０円。 

 ３款国庫支出金、７７万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款財産収入、１,０００円、１３７円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ６款繰入金、６,８９４万８,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 
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 ７款繰越金、４７０万９,０００円、４７０万９,８１５円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ８款諸収入、７２７万３,０００円、１,１５９万５,８０５円、７２８万８,０７７

円、０円、４３０万７,７２８円。 

 ９款町債、７００万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額１億８,４００万円、調定額１億８,５６９万７,７１１円、収

入済額１億６,９７２万８,１７０円、不納欠損額０円、収入未済額１,５９６万９,５

４１円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６，０５０万９，０００円、５，９２６万６，６６８円、０円、１２

４万２，３３２円。 

 ２款施設費、１,９９７万円、５１５万９,０００円、１,４８１万１,０００円、０

円。 

 ３款公債費、１億２５２万円、１億２５１万８,６２３円、０円、１,３７７円。 

 ４款基金積立金、１,０００円、１３７円、０円、８６３円。 

 ５款諸支出金、６,０００円、５,７９７円、０円、２０３円。 

 ６款予備費、９９万４,０００円、０円、０円、９９万４,０００円。 

 歳出合計、予算現額１億８,４００万円、支出済額１億６,６９５万２２５円、翌年

度繰越額１,４８１万１,０００円、不用額２２３万８,７７５円。 

 歳入歳出差引残額２７７万７,９４５円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第５号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第５号 

      令和３年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 
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      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町下水道事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、２,２０７万１,０００円、５５９万１,６９２円、４９９

万１,６９２円、０円、６０万円。 

 ２款使用料及び手数料、３,０４３万６,０００円、３,５７９万５,３１１円、３,

０７７万６,８３０円、０円、５０１万８,４８１円。 

 ３款国庫支出金、１,４９０万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０

円。 

 ５款繰入金、１億４,４８１万１,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ６款繰越金、１,３０８万２,０００円、１,３０８万２,４１９円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款諸収入、全て０円でございます。 

 ８款町債、５,５８０万円、５,１４０万円、収入済額同額でございます。０円、０

円。 

 歳入合計、予算現額２億８,１１０万円、調定額２億６,５５８万４２２円、収入済

額２億５,９９６万１,９４１円、不納欠損額０円、収入未済額５６１万８,４８１円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４,４５１万５,０００円、４,３６９万３,４７９円、０円、８２万１,
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５２１円。 

 ２款管理費、６,６６０万６,０００円、４,４４２万５,３４４円、２,１５７万１,

０００円、６０万９,６５６円。 

 ４款公債費、１億６,９４７万９,０００円、１億６,９４７万７,５７８円、０円、

１,４２２円。 

 ５款予備費、４９万５,０００円、０円、０円、４９万５,０００円。 

 ６款諸支出金、５,０００円、４,４３３円、０円、５６７円。 

 歳出合計、予算現額２億８,１１０万円、支出済額２億５,７６０万８３４円、翌年

度繰越額２,１５７万１,０００円、不用額１９２万８,１６６円。 

 歳入歳出差引残額２３６万１,１０７円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第６号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいいたします。 

  認定第６号 

      令和３年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

      いて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町介護保険特別会計歳

入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３３ページ、３４ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１億３,８３７万３,０００円、１億４,９６９万９５０円、１億４,６

１９万８,１５０円、４２万５８０円、３０７万２,２２０円。 
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 ２款使用料及び手数料、全て０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１億７,３２０万３,０００円、１億７,３２１万１,００７円、収

入済額同額でございます。０円、０円。 

 ４款支払基金交付金、１億７,８０１万６,０００円、１億７,８０１万２,０００円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款府支出金、１億２９７万２,０００円、１億２９９万１,５２４円、収入済額同

額でございます。０円、０円。 

 ６款財産収入、１,０００円、２０３円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ７款繰入金、９,８２９万４,０００円、９,８０８万７,０５８円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、１,０００円、２０１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ９款繰越金、１,８３４万円、１,８３４万１２９円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 めくっていただきまして、歳入合計、予算現額７億９２０万円、調定額７億２,０

３３万３,０７２円、収入済額７億１,６８４万２７２円、不納欠損額４２万５８０円、

収入未済額３０７万２,２２０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５４８万９,０００円、５２２万７,５３７円、０円、２６万１,４６

３円。 

 ２款保険給付費、６億４,３０１万７,０００円、６億２,６０５万８,５８４円、０

円、１,６９５万８,４１６円。 

 ４款地域支援事業費、２,８１０万４,０００円、２,７９３万３,０８９円、０円、

１７万９１１円。 

 ５款基金積立金、１,７５０万１,０００円、１,７５０万２０３円、０円、７９７

円。 
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 ６款公債費、全て０円でございます。 

 ７款諸支出金、１,５０８万９,０００円、１,５０８万７,２３９円、０円、１,７

６１円。 

 めくっていただきまして、８款予備費、全て０円でございます。 

 歳出合計、予算現額７億９２０万円、支出済額６億９,１８０万６,６５２円、翌年

度繰越額０円、不用額１,７３９万３,３４８円。 

 歳入歳出差引残額２,５０３万３,６２０円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、令和３年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘定）

歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、３２９万５,０００円、３２９万５,８９０円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ２款繰入金、３４６万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ３款繰越金、２０万９,０００円、２０万９,７０９円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額６９７万円、調定額６９７万１,５９９円、収入済額６９７万

１,５９９円、不納欠損額０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５６９万９,０００円、５５４万３,５６３円、０円、１５万５,４３

７円。 

 ２款事業費、１２７万１,０００円、１１５万９,５３２円、０円、１１万１,４６

８円。 

 ３款予備費、全て０円でございます。 
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 歳出合計、予算現額６９７万円、支出済額６７０万３,０９５円、翌年度繰越額０

円、不用額２６万６,９０５円。 

 歳入歳出差引残額２６万８,５０４円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第７号をご説明申し上げます。 

 議案書のほうをお願いいいたします。 

  認定第７号 

      令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和３年度和束町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                         令 和 ４ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の４５ページ、４６ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、４,７２１万９,０００円、４,９５３万８,７５６円、４,７４０万８,

０８６円、０円、２１３万６７０円。 

 ２款使用料及び手数料、全て０円でございます。 

 ３款繰入金、２,６０１万９,０００円、２,６０１万８,６５６円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ４款繰越金、３４万円、３４万６２１円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款諸収入、２５２万２,０００円、２５２万１,１９０円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 歳入合計、７,６１０万円、７,８４１万９,２２３円、７,６２８万８,５５３円、
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０円、２１３万６７０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、５７万１,０００円、５６万１,１９７円、０円、９,８０３円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、７,１０１万２,０００円、７,１０１万１,４

９７円、０円、５０３円。 

 ３款保健事業費、４１８万９,０００円、４１７万２,６６４円、０円、１万６,３

３６円。 

 ４款諸支出金、１万円、２,００９円、０円、７,９９１円。 

 ５款予備費、３１万８,０００円、０円、０円、３１万８,０００円。 

 歳出合計、予算現額７,６１０万円、支出済額７,５７４万７,３６７円、翌年度繰

越額０円、不用額３５万２,６３３円。 

 歳入歳出差引残額５４万１,１８６円。 

 令和４年９月７日提出、京都府和束町長 堀忠雄。 

 以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

 なお、事項別明細書につきましては、各担当課長からご説明させていただきます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午後０時００分～午後１時３０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうから、令和３年度歳入歳出決算事項別明細書により説明を続け

させていただきます。 

 私のほうからは、一般会計と湯船財産区特別会計の説明をさせていただきます。 
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 事項別明細書の１ページ、２ページをお開きいただきたいと思います。 

 なお、会計課長が説明しました歳入歳出決算書と重複する内容につきましては除か

せていただきまして、主なものについて説明をさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、１節現年課税分ということで、収入済額が１億

２,３４１万９,１１０円でございます。 

 内訳といたしまして、個人均等割で５６６万３,３８５円、所得割で１億１,７７５

万５,７２５円でございます。 

 １款町税、２項固定資産税、１目固定資産税ということで、１節現年課税分でござ

います。収入済額が１億７,７３３万７,１００円。 

 内訳といたしまして、土地に係る部分で４,８４２万２,４００円、家屋で７,１２

４万２,６００円、償却資産で５,７６７万２,１００円の収入済となっているところ

でございます。 

 １款町税、３項軽自動車税、２目種別割ということで、こちらも１節現年課税分で

ございます。収入済額が２,０４１万８,６００円。こちらについては現年度課税分で

ございます。 

 少しページを飛ばさせていただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１節地方交付税でございま

す。収入済額が１９億９,５９６万５,０００円。 

 内訳といたしまして、普通交付税で１８億５４５万６,０００円、特別交付税で１

億９,０５０万９,０００円歳入させていただいております。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金、１節総務管理費負担金

で収入済額が６,５７２万６,３２７円でございます。 

 主なものといたしまして、相楽東部広域連合職員人件費負担金で６,０６８万５,８
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４７円を、また京都地方税機構派遣職員人件費負担金で５０４万４８０円歳入させて

いただいております。 

 次に、少しめくっていただきまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担

金で収入済額が６,８０４万３,４７７円。 

 主な内容といたしまして、国保基盤安定負担金で５５１万６,６８８円、障害者自

立支援給付費負担金５,１２７万１,０００円、障害者医療国庫負担金で５３３万円を、

また低所得者保険料軽減負担金として５１９万６,１２０円歳入させていただいてお

ります。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 １款国庫支出金の２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金の１節総務管理費補助金、

収入済額６,２７８万５,５８１円でございます。 

 主な歳入といたしまして、地方創生推進交付金、スマートワーク事業ほかで５２８

万５,６１９円、１９ページ、２０ページになりますが、新型コロナ対応地方創生臨

時交付金、行政情報配信システム４,１８０万円を含みます合計４,６３１万円が主な

ものでございます。 

 同款、同項、２目民生費国庫補助金でございます。 

 ２１ページ、２２ページでございます。 

 １節社会福祉費補助金で収入済額が５,３９１万６,８３７円、主な内訳といたしま

して、２３ページ、２４ページになりますが、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事

業補助金で５,１３８万５,２１７円収入となっております。 

 同じく、２節児童福祉費補助金で収入済額が５,７０３万８,２２７円でございます。

主な内訳につきましては、２５ページ、２６ページをお願いいたします。新型コロナ

対応地方創生臨時交付金、高校生等就学応援事業でございます。１,１３０万５,１８

３円、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金で３,２９５万４,４８０円収入させて
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いただいております。 

 次に、同款、同項、３目衛生費国庫補助金でございます。収入済額が３,５４８万

５,０５０円。 

 内訳といたしまして、２７ページ、２８ページでございます。 

 新型コロナワクチン接種体制確保事業費補助金で２,８８２万２,０００円を、また

新型コロナ対応地方創生臨時交付金、診療所環境整備ほかで５７８万６,０５０円の

補助金を歳入しているところでございます。 

 同款、同項、４目土木費国庫補助金でございます。 

 ３節道路橋りょう費補助金ということで、収入済額が１億５,０５０万９,６７２円。

主な内訳といたしまして、２９ページ、３０ページでございますが、道路局所管補助

金、橋りょう事業でございます。１億３,８６８万３,６４１円の収入となっていると

ころでございます。 

 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、８目商工費国庫補助金で収入済額が６,２３７万９６１円でございま

す。 

 内訳といたしまして、３３ページ、３４ページでございますが、新型コロナ対応地

方創生臨時交付金、生活応援商品券事業、３,９２８万７２６円。また、同じく、事

業者支援給付金事業で１,５５３万円の歳入となっているところでございます。 

 ３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 １６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で１節社会福祉費負担金とい

うことで、収入済額が４,８４３万２,０８４円。 

 内訳といたしまして、国保基盤安定負担金で１,８９９万７,６５１円を、また障害

者自立支援給付費負担金で２,４６１万１,９６９円歳入となっているところでござい

ます。 

 ３７ページ、３８ページをお願いいたします。 
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 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金で１節総務管理費補助金で収入済額が１ ,

７６８万３,０００円。 

 主なものにつきましては、きょうと連携交付金、これは移住定住促進事業ほかとい

う形になりますが、総額１,１１８万円を歳入させていただいております。 

 ４１ページ、４２ページをお願いします。 

 同款、同項、２目民生費府補助金、収入済額が２,０４１万２,３３６円でございま

す。 

 主なものといたしまして、老人医療給付２７６万６,２３６円、重度心身障害老人

健康管理事業費補助金１７０万４００円、４３ページ、４４ページになりますが、福

祉医療給付（障害者事業分）で２５２万３,０００円、隣保館運営等事業費補助金で

６７３万４,０００円、きょうと連携交付金、総合保健福祉施設整備事業ほかで計３

６１万４,０００円の歳入となっているところでございます。 

 少しページを飛ばさせていただきまして、４９ページ、５０ページをお願いいたし

ます。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金でございます。 

 １節農業費補助金で収入済額が３,２０４万５５６円。主な内容といたしまして、

農業委員会等補助金で３０３万円を、５１ページ、５２ページになりますが、農業次

世代人材投資資金事業で７８７万５,０００円を、きょうと連携交付金、和束茶を活

かした新産業創出事業ほかで１,４０２万５,０００円の歳入をさせていただいており

ます。 

 次に、５５ページ、５６ページをお願いいたします。 

 府補助金の３項委託金、１目総務費委託金で１,４７３万２,９０３円の収入済額で

ございます。 

 主な内容といたしまして、５７ページ、５８ページでございますが、３節選挙費委

託金で９２４万５,９３８円、このうち京都府知事選挙委託金で２６６万８,７０２円
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を、衆議院議員総選挙委託金で６５７万７,２３６円収入済となっているところでご

ざいます。 

 次に、６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、２目減債基金繰入金でございます。 

 １節減債基金繰入金で４,３５７万円、これにつきましては過疎債の償還に係りま

す一般財源相当分を繰入れさせていただいております。 

 ２０款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で、収入済額が８,１２０万１,２５１円。 

 ６５ページ、６６ページでございます。 

 内訳といたしまして、純繰越金で４,３０９万８,２５１円、事業繰越金で３,８１

０万３,０００円の歳入となっております。 

 ２１款諸収入、４項雑入、１目雑入、２節雑入で収入済額２,８９７万２,７４９円

でございます。 

 主な内訳といたしまして、６９ページ、７０ページでございます。 

 ごみ袋代で４１３万２,５００円を、京都府市町村振興協会市町村等交付金、宝く

じの売上げの一部でいただいている交付金でございますが、５１４万４,０２４円、

７１ページ、７２ページでございますが、雇用促進協議会事務費負担金１,２０９万

２,１９４円が主な内容でございます。 

 ７３ページ、７４ページをお願いいたします。 

 ２２款町債、１項町債、１目町債、１節総務管理債で収入済額が６,８２０万円。 

 内訳といたしまして、過疎対策事業債、路線バス維持管理事業でございますが、２ ,

０８０万円、体験交流センター改修事業で４,７４０万円でございます。 

 同款、同項、２目民生債、２節児童福祉債で収入済額が７,５５０万円でございま

す。 

 内訳といたしまして、過疎対策事業債、すこやかエンジェル基金積立事業２,１９

０万円、保育園改修事業４,６９０万円、緊急防災・減災事業債、保育園の耐震事業
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でございますが、６７０万円の歳入となっております。 

 同款、同項、６目土木債、１節道路橋りょう債でございます。７５ページ、７６ペ

ージでございます。収入済額が１億７０万円でございます。 

 主な内訳といたしまして、過疎対策事業債、祝橋整備事業６,８７０万円、石寺橋

整備事業２,６００万円が主なものでございます。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債でございます。７７ページ、７８ページでござ

いますが、１節臨時財政対策債７,８５０万円歳入をさせていただいております。 

 続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

 ７９ページ、８０ページをお願いいたします。 

 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 まず、１款議会費、１項議会費、１目議会費、支出済額が５,１７２万６,２２５円。 

 支出の主な内訳でございますが、１節報酬、議員報酬で２,１００万円、それとあ

と、職員人件費でございます。 

 ８１ページ、８２ページでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で支出済額が３億３,５９２万３,５

１０円でございます。 

 主な支出につきましては、町長等の特別職、また私たちの職員人件費、少しページ

はめくりますが、８５ページ、８６ページをお願いいたします。 

 １２節委託料で支出済額が２,９２３万８,２７０円、定期清掃・宿日直業務委託料

で４６８万９,９１６円、また、電算ネットワーク保守委託料で６５３万８,４００円

を、８７ページ、８８ページでございますが、行政手続等見直し支援業務委託料で４

５１万円が主な内容でございます。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で支出済額が３,７６９万５,４３６円でござい

ます。 
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 このうち主な内容でございますが、８９ページ、９０ページになります。 

 京都府町村会情報センター負担金として１,８４７万８,５９６円を、相楽東部広域

連合負担金として１,５８５万６,０００円支出をさせていただいております。 

 次に、同款、同項、２目企画費でございます。支出済額が５,３２２万８,４１３円

でございます。 

 主な内訳でございますが、９１ページ、９２ページをお願いいたします。 

 １２節委託料で支出済額が２,３５５万４,７８２円。主な内訳といたしまして、ス

マートワーク・イン・レジデンス事業委託料３００万円、和束町文化的景観調査研究

委託料２５０万円、新総合計画基本構想策定業務委託料で７３９万２,０００円、和

束町第２期まち・ひと・しごと総合戦略策定委託料で２３９万８,０００円を支出さ

せていただいております。 

 ９３ページ、９４ページでございます。 

 同じく、１８節負担金補助及び交付金で支出済額が１,６２９万１２０円でござい

ます。 

 主な内訳でございますが、移住促進住宅整備事業補助金で６４１万１,０００円を

支出させていただいております。 

 次に、９５ページ、９６ページでございます。 

 同款、同項、３目文書広報費で支出済額が５,３３１万３,２９８円支出させていた

だいております。 

 主な内訳でございますが、１２節委託料で４,４４１万４,７００円。主な内容でご

ざいますが、茶源郷行政情報配信機器更新等委託料で４,１８０万円支出をさせてい

ただいております。 

 ９７ページ、９８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目活性化対策費で支出済額が７,５５０万９,５３９円でございます。 

 主な内訳といたしまして、１２節委託料で９９６万４,８５２円、このうち和束運
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動公園美化事業委託料で４８０万円、また体験交流センターに係ります工事施工監理

委託料で３７９万５,０００円を、１４節工事請負費で６,１５２万３,０００円支出

させていただいております。こちらは体験交流センターの改修工事でございます。 

 次に、９９ページ、１００ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目財産管理費で支出済額が２億６,４８５万６,１０４円でございま

す。 

 主な内訳でございますが、１０１ページ、１０２ページをお願いいたします。 

 ２４節積立金ということで、２億６,１５７万８,５６４円を。この内訳といたしま

して、財政調整基金積立金として２,１５６万６６２円を、減債基金積立金として２

億４,００１万７,９０２円支出をさせていただいております。 

 次に、１０３ページ、１０４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目交通対策費で２,３１５万３,９７２円の支出額でございます。 

 主な内容といたしまして、１８節負担金補助及び交付金で２,２４５万４,４８１円

を。この主な内容でございますが、路線バス運行維持補助金として２,０８５万８,９

５５円支出をさせていただいております。 

 続きまして、同款、２項徴税費、１目税務総務費で２,６５４万３,２５２円の支出

でございます。 

 主な内容でございますが、税住民課の職員人件費、また１０５ページ、１０６ペー

ジでございますが、１８節負担金補助及び交付金で３８６万３,３３３円を。このう

ち京都地方税機構負担金として３７１万７,０４９円支出をさせていただいておりま

す。 

 次に、同款、３項、１目戸籍住民登録費で支出済額が１,０４９万８,４０４円。内

訳といたしまして、職員人件費等でございます。 

 次に、同款、４項選挙費、４目衆議院議員総選挙費として６５７万７,２３６円支

出しております。 
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 主な支出内容でございますが、１１１ページ、１１２ページでございます。 

 １節報酬、投票管理者等の報酬で１０４万５,６００円を、投開票事務従事者報酬

で２１６万１,２００円支出をさせていただいております。 

 次に、少しページが飛びます。１１７ページ、１１８ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で支出済額が４億２,４６０万

２,２７４円でございます。 

 主な支出内容でございますが、職員人件費と併せまして１２１ページ、１２２ペー

ジでございます。１８節負担金補助及び交付金で２,２２０万３,６６６円。主な支出

としまして、社協職員設置補助金で１,８１２万円支出させていただいております。 

 １２３ページ、１２４ページをお願いします。 

 １９節扶助費で支出済額が１億１,７２９万９,８３２円でございます。このうち障

害者自立支援事業といたしまして９,７３５万６,９０３円を、自立支援医療給付とし

まして９０７万３,６６０円支出をしております。 

 また、２４節積立金でございますが、１億６,０００万４,８６５円を支出しており

ます。こちらは地域福祉基金の積立金でございます。 

 ２７節繰出金で４,３３２万９,８０７円の支出でございます。国保基盤安定等の繰

出金でございます。 

 同款、同項、３目老人福祉費でございます。支出済額が２億２,０５２万７,７２０

円であります。 

 １２５ページ、１２６ページをお願いいたします。 

 １８節負担金補助及び交付金として７,４８４万３,１９８円支出をさせていただい

ております。主な内訳といたしまして、後期高齢者療養給付費負担金で６,８１０万

３,９８８円を、山城病院組合負担金（介護老人保健施設事業分）として４１８万８,

０００円を支出しているところでございます。 

 １２７ページ、１２８ページをお願いします。 
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 ２７節繰出金でございますが、１億２,７５７万１,７１４円支出をさせていただい

ております。内訳といたしまして、介護保険事業勘定繰出金９，８０８万７,０５８

円、介護保険サービス勘定繰出金で３４６万６,０００円を、後期高齢者医療特別会

計繰出金として２,６０１万８,６５６円支出をさせていただいております。 

 少しページを飛ばさせていただきます。１３３ページ、１３４ページをお願いいた

します。 

 同款、同項、５５目住民税非課税世帯等臨時特別給付費としまして５,１３８万６,

０１８円支出をしております。 

 主な内容でございますが、１８節負担金補助及び交付金で５,０８７万３,０００円

の支出でございます。このうち住民税非課税世帯等臨時特別給付金として５,０７０

万円支出をさせていただいております。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、１３５ページ、１３６ページでござ

いますが、支出済額が１億１,９６５万４,３１６円でございます。 

 主な内容でございますが、職員人件費、また１３７ページ、１３８ページでござい

ますが、１８節負担金補助及び交付金で４,８３５万５,８５３円の支出でございます。

主な内訳といたしまして、高校生等就学応援給付金で１,１２０万円を、子育て世帯

への臨時特別給付金（先行給付金）といたしまして３,２８０万円支出をさせていた

だいております。 

 また、１９節扶助費で４,０６９万８,８８９円を。主な内訳といたしまして、子育

て支援医療（町事業分）でございますが、こちらが６１９万９,４７７円、また児童

手当といたしまして３,１１７万円支出をさせていただいております。 

 ２４節積立金でございますが、すこやかエンジェル基金積立金として２,１９０万

１７２円を積立てさせていただいております。 

 また、同款、同項、３目保育所費でございますが、支出済額が１億４,５８７万２,

６５８円でございます。 
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 主な支出でございますが、職員人件費等、次に、１４１ページ、１４２ページでご

ざいますが、１２節委託料で１,２３１万９,４５２円、和束保育園耐震補強及び改修

工事設計業務委託料で８５２万５,０００円を、めくっていただきまして、１４３ペ

ージ、１４４ページでございますが、１４節工事請負費、東保育園・いきいきこども

館改修工事で４,３９８万１,１９０円支出をさせていただいているところでございま

す。 

 次に、１４７ページ、１４８ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で７,６７０万４,３５７円支出

をさせていただいております。 

 主な内訳でございますが、１４９ページ、１５０ページでございます。 

 １８節負担金補助及び交付金で３,１７４万９,０００円を、このうち山城病院組合

負担金として３,０５０万８,０００円支出をさせていただいております。 

 また、２７節繰出金で３,６２９万１,２５０円を。こちらにつきましては、国保直

診勘定繰出金といたしまして３,２９０万円を、同じく、国保直診勘定繰出金でござ

いますが、新型コロナウイルス対応ということで３３９万１,２５０円支出をさせて

いただいております。 

 同款、同項、２目予防費でございます。支出済額が５,８２６万８,５８０円でござ

います。 

 主な内容でございますが、こちらにつきましてはコロナワクチン接種、集団接種に

係ります謝金等で１,２５２万８,１２５円を、１５１ページ、１５２ページになりま

すが、１２節委託料で３,２６３万８,６６６円、がん診査等検診委託料で８０５万３,

２５２円、また予防接種等の委託料で９１６万８,２９２円を、コロナワクチン接種

委託料として４０７万５,１７０円を支出させていただいております。 

 次に、１５３ページ、１５４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目環境衛生費でございます。２億１,４８３万１,５８１円支出をさ
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せていただいております。 

 主な内訳でございますが、１５５ページ、１５６ページをお願いいたします。 

 ２７節繰出金ということで２億１,１７５万９,０００円を。このうち下水道事業特

別会計繰出金に１億４,４８１万１,０００円、簡易水道事業特別会計繰出金に６,６

９４万８,０００円支出させていただいているところでございます。 

 １５７ページ、１５８ページをお願いします。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費で支出済額が１億９０４万３,８９６円でご

ざいます。 

 主な内訳でございますが、１８節負担金補助及び交付金で１億８００万円支出をし

ております。こちらは相楽東部広域連合負担金でございます。 

 同款、同項、２目し尿処理費で支出済額が２,７２０万５,７４４円でございます。 

 主な内訳でございますが、１８節負担金補助及び交付金で２,６９５万５,７４４円。

このうち相楽郡広域事務組合分担金として１,７１１万３,２００円を、同じく、相楽

郡広域事務組合負担金（し尿券分）として８７６万４,５４４円支出をさせていただ

いております。 

 １５９ページ、１６０ページをお願いいたします。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で支出済額が３,５２８万７６０円。 

 こちらにつきましては、主な支出は職員人件費となります。 

 １６１ページ、１６２ページをお願いします。 

 同款、同項、３目農業振興費、支出済額が３,４５８万５,９５４円。 

 主な内訳でございますが、１２節委託料で１,６３４万８,０００円。こちらは和束

茶を活かした新産業創出事業委託料として支出をしております。 

 また、１８節負担金補助及び交付金で１,７５２万４,８４３円。主な支出としまし

ては、中山間地域等直接支払補助金で３７２万９,８２６円、１６３ページ、１６４

ページでございますが、農業次世代人材投資資金給付事業負担金として７８７万５,
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０００円を支出させていただいております。 

 同款、同項、４目茶業振興費で１,８４６万８,２５７円支出をさせていただいてお

ります。 

 主な内容でございますが、１８節負担金補助及び交付金で支出済額が１,７５９万

７,５４０円。こちらにつきましては、主な内訳が１６５ページ、１６６ページでご

ざいますが、凍霜被害茶園対策助成金１,１８３万５４０円支出をさせていただいて

おります。 

 次に、１６７ページ、１６８ページをお願いします。 

 同款、同項、２目林業振興費で１,７３０万３,１０１円支出をさせていただいてお

ります。 

 主な内容でございますが、１２節委託料で８４４万３,８３０円。こちらにつきま

しては、松くい虫防除委託料で２１２万４,４９０円を、１６９ページ、１７０ペー

ジになりますが、森林経営管理事業業務委託料１９６万２００円、豊かな森を育てる

府民税交付金事業委託料２０１万６，０００円、また２４節積立金といたしまして７

８３万８,０５５円支出をさせていただいております。こちらにつきましては、豊か

な森を育てる基金への積立金でございます。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で支出済額が８,１８３万９,８８３円で

ございます。 

 主な内容でございますが、１８節負担金補助及び交付金で７,７８８万１,９３７円

支出をしております。主な内訳といたしまして、和束町雇用促進協議会負担金として

１,６９４万６,８８０円を、１７１ページ、１７２ページになりますが、茶源郷和束

生活応援商品券補助金といたしまして３,８０５万８,５８０円を、事業者支援給付金

として１,５４５万円支出をさせていただいております。 

 同款、同項、２目観光費でございます。支出済額が２,７３８万８,０９５円でござ

います。 
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 主な内訳でございますが、１２節委託料で２,１４４万４,３３６円。こちらにつき

ましては、マウンテンバイク推進事業委託料として５２６万２,８４９円を、１７３

ページ、１７４ページになりますが、観光案内所管理運営委託料として４４９万５,

８００円を、農・観連携コミュニティ創生事業委託料として７００万円支出をさせて

いただいております。 

 １７５ページ、１７６ページをお願いいたします。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で支出済額が３,４２９万１,３８３

円、こちらにつきましては職員人件費等でございます。 

 次に、１７７ページ、１７８ページでございます。 

 同款、２項道路橋りょう費、２目道路維持費で支出済額が１,０４６万１,５３３円

でございます。 

 主な内訳といたしまして、１７９ページ、１８０ページでございますが、委託料と

して３２９万５,５００円。こちらについては測量設計業務委託料で１９６万９,００

０円を、また工事請負費として４７７万円、これは町道維持修繕工事に係る部分を支

出させていただいております。 

 同款、同項、３目道路新設改良費で支出済額が２億５,７５９万４,８４８円でござ

います。 

 主な内容でございますが、１２節委託料で１億１,３１３万９,４００円。このうち

橋りょう点検調査業務委託料で１,０３９万６,１００円を、測量設計業務委託料とし

て１億２７４万３,３００円支出しております。 

 また、１４節工事請負費でございますが、支出済額が１億１,５７５万３,１１０円

でございます。こちらについては祝橋の工事請負費となっているところでございます。 

 ２１節補償補填及び賠償金でございますが、支出済額が２,５９１万４,３７５円、

補償金として支出をさせていただいております。 

 少しめくっていただきまして、１８３ページ、１８４ページをお願いいたします。 
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 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億８,３９０万７６８円支出をさせ

ていただいております。 

 主な内容でございますが、１８節負担金補助及び交付金で支出済額が１億４,１６

４万８,０００円、こちらは相楽中部消防組合の負担金でございます。 

 次に、１８５ページ、１８６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目災害対策費で支出済額が２,２３３万３,３６１円でございます。 

 主な支出でございますが、１２節委託料５１３万９,２００円。主な内容でござい

ますが、防災行政無線に係ります保守委託料として５０８万４,２００円を、また、

１７節備品購入費で５１５万２,８４８円支出をさせていただいております。 

 １８７ページ、１８８ページでございますが、公共施設、また公民館等に設置させ

ていただきました空気清浄器の備品として３１２万５,４３０円を、庁舎ほか公共施

設に自動体温測定器１０８万９,０００円支出をさせていただいております。 

 また、１８節負担金補助及び交付金でございますが、支出済額が８７３万２,１９

０円。こちらにつきましては、新型コロナウイルス対策地域支援補助金として７９４

万５,０００円支出をさせていただいております。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。支出済額が１億９ ,

６０２万６,０００円。 

 こちらにつきましては、１８節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域

連合負担金でございます。 

 １８９ページ、１９０ページをお願いいたします。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金で、支出済額が３億４,９４３万９４９円で

ございます。 

 こちらにつきましては、２２節償還金利子及び割引料ということで、町債償還元金

の支出をさせていただいております。 

 支出につきましては以上でございます。 
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 １９４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書 

 区分、金額の順に説明申し上げます。 

 １．歳入総額        ３８億３,８７９万１０１円 

 ２．歳出総額        ３７億８,１４９万４６３円 

 ３．歳入歳出差引額     ５,７２９万９,６３８円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   １,６９５万７,０００円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             １,６９５万７,０００円 

 ５．実質収支額       ４,０３４万２,６３８円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円と

いうことでございます。 

 １９５ページ以降につきましては財産に関する調を掲載しております。後ほどお目

通しのほうをお願いします。 

 続きまして、２０３ページ、２０４ページをお願いいたします。 

 令和３年度和束町湯船財産区特別会計 歳入歳出決算事項別明細でございます。 

 まず、歳入のほうから説明をさせていただきます。こちらにつきましても主な内容

ということでよろしくお願いいたします。 

 １款財産収入、２項財産売払収入、２目物品売払収入、１節物品売払収入で収入済

額が２１万５,３７１円。こちらにつきましては立木伐採補償料でございます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金

ということで、収入済額が３０万円でございます。 

 以上が、湯船財産区の歳入の説明でございます。 
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 ２０７ページ、２０８ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございますが、こちらにつきましても主なもののみの説明とさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で５０万２,７７７円支出をしてお

ります。 

 このうち主なものでございますが、１０節需用費ということで４０万６,７３３円。

このうち光熱水費で３２万８６７円支出をしております。 

 同款、同項、２目財産管理費で支出済額が２０万８,６１０円でございます。 

 主な内容でございますが、１１節役務費１０万５,９０８円、このうち自動車損害

保険料で６万１,６３０円を、１８節負担金補助及び交付金で９万５,９７０円を、こ

ちらにつきましては、森林組合賦課金でございます。 

 以上、湯船財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

 それ以外の特別会計につきましては各課長から説明させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 それでは、続きまして、認定第３号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計（事

業勘定）につきまして、歳入歳出決算書、事項別明細書に基づき説明をさせていただ

きます。 

 まず、２１９ページ、２２０ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

  説明は款、項、目及び収入済額について主なもののみの説明とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１
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節医療給付費分現年課税分として収入済額が６,１８６万２,７３７円でございます。 

 ２節後期高齢者支援金分現年課税分収入済額が２,４２６万７０２円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２２３ページ、２２４ページをお願いいたしま

す。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、１節普通交付金として３

億８,５８０万５,０００円、２節特別交付金として２,８６９万３,０００円でござい

ます。 

 ６款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金、保険税軽減分でござ

います。収入済額が２,１６５万２,４１０円でございます。 

 ページをおめくりいただきまて、２２５ページ、２２６ページをお願いいたします。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金として３,３００万３,６

０３円でございます。 

 以上、歳入のご説明とさせていただきます。 

 続きまして、２２９ページ、２３０ページをお願いいたします。 

 歳出の説明を続けさせていただきます。こちらも主なもののみの説明とさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 ページをもう１枚おめくりいただきまして、２３１ページ、２３２ページをお願い

いたします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、支出済額として３

億３,９６３万６,２２０円でございます。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、支出済額が４,４００万９,

９０８円でございます。 

 ページをおめくりいただき、２３５ページ、２３６ページをお願いいたします。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分として支出済額が９,５４３万７,２６６円でございます。 
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 同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分として

支出済額が３,７０９万８,３０３円でございます。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分として支出済額１,４９７万２,２１１

円でございます。 

 以上、歳出のご説明とさせていただきます。 

 ページをおめくりいただき、２４２ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額        ５億９,３４６万２,４７６円 

 ２．歳出総額        ５億５,２５７万５,１５３円 

 ３．歳入歳出差引額     ４,０８８万７,３２３円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円でございます。 

 ５．実質収支額       ４,０８８万７,３２３円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 ２４３ページ、２４４ページに財産に関する調をつけておりますので、後ほどお目

通しをよろしくお願いいたします。 

 以上、令和３年度の国民健康保険特別会計（事業勘定）についてご説明をさせてい

ただきました。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 
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 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（細井隆則君） 

 続きまして、同じく、認定第３号 令和３年度和束町国民健康保険特別会計（直診

勘定）歳入歳出決算につきまして、事項別明細書によりご説明申し上げます。  

 まず、歳入でございます。 

 ２４５ページ、２４６ページをお願いいたします。 

 款、項、目、収入済額につきまして、主なもののみ説明をさせていただきます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、８６１万７,９２７円、

１節現年度分でございます。 

 同款、同項、２目社会保険診療収入４０９万１,６０１円、同じく、１節の現年度

分でございます。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、６５９万７,８６３円。こちらにつきましても、

同じく、１節現年度分でございます。 

 同款、同項、５目その他の診療収入、１６１万３,０７３円、１節現年度分でござ

います。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、２,２０８万４,１７８円、１

節現年度分でございます。 

 おめくりいただきまして、５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、３４３万６２６

円、１節前年度繰越金でございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３,６２９万１,２５０円、

１節一般会計繰入金で、内訳といたしまして、一般会計繰入金３,２９０万円、同じ

く一般会計繰入金の新型コロナ対応分として３３９万１,２５０円でございます。 

 ８款諸収入、めくっていただきまして、２４９ページ、２５０ページでございます。
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２項受託収入、１目検診等受託収入、６５７万７,７６８円、１節検診等受託収入で

ございます。こちらにつきましては、企業健診や予防接種などの受託収入となってお

ります。 

 以上、歳入でございます。 

 続きまして、１枚おめくりいただきまして、２５１ページ、２５２ページからでご

ざいます。 

 歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、項、目、支出済額で、主な内容のみ説明をさせていただ

きます。 

 まず、１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費で６,４６７万１,１６８円。

主なものは、職員の人件費でございます。 

 少しおめくりいただきまして、２５５ページ、２５６ページをお願いいたします。 

 ２款医業費、１項医業費、２目医療用消耗器材費、３１１万４,９２３円支出して

おります。そのうち１７節備品購入費で２２０万円、医療用機器といたしまして、胃

内視鏡の洗浄器２２０万円の支出でございます。 

 同款、同項、３目医薬品衛生材料費として１,８０３万９,１５６円、１０節需用費

ということで、医療材料、患者さんへの処方するお薬等医療材料として１,８０３万

９,１５６円支出いたしております。 

 以上が歳出でございます。 

 おめくりいただきまして、２５８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額        ８,９９４万７,０１５円。 

 ２．歳出総額        ８,７１１万７,７５６円 

 ３．歳入歳出差引額     ２８２万９,２５９円 
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 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円でございます。 

 ５．実質収支額       ２８２万９,２５９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 なお、２５９ページ以降につきましては財産に関する調をつけておりますので、後

ほどお目通しいただきたいと思います。 

 以上で、令和３年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の説明とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中でありますが、ただいまから午後２時４５分まで休憩します。 

休憩（午後２時２９分～午後２時４５分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 建設事業課長。 

〇建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうから、認定第４号 簡易水道事業特別会計、認定第５号 下水

道事業特別会計についてご説明させていただきます。 

 以前の会計同様、主なもののみの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、事項別明細書２６５ページをお開きください。 

 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算事項別明細、歳入でございま
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す。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料、１節現年度分として７,７

０４万７,１６８円、２節過年度分として７２万４,１９３円。 

 ページをめくっていただきまして、６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会

計繰入金、１節一般会計繰入金として６,６９４万８,０００円。 

 同款、２項基金繰入金、１目減債基金繰入金、１節減債基金繰入金として２００万

円。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金として４７０万９,８１

５円。 

 おめくりください。 

 ８款諸収入、２項雑入、１目雑入、１節雑入として、消費税還付金として７０２万

７,９９４円。 

 ９款町債、１項町債、１目簡易水道事業債、１節簡易水道事業債、資本費平準化債

７００万円。 

 以上が歳入でございます。 

 おめくりください。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１０節需用費で光熱水費６１３万

５,７５３円、修繕費で４４５万７,９９２円、医薬材料費で２６８万３,８９０円、

おめくりいただきまして通信運搬費で２９８万８,６０４円支出しております。 

 同款、同項、１２節委託料でございます。浄水場ろ過池砂入替委託事業として１,

４６３万円、浄水場ろ過機等点検清掃業務委託料として２１８万７,９００円、中央

監視システム等保守点検委託料として２３８万４,８００円、水道施設台帳システム

構築業務委託料として２３１万円、業務委託をしております。 

 おめくりいただきまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費でございます。１
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４節工事請負費２９７万円、町道舟尾八王子線改良に伴う工事費として２１８万９,

０００円。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金として償還金８,５３５万２,４０２円。 

 同じく、２目利子及び割引料として１,７１６万６,２２１円でございます。 

 以上が歳出でございます。 

 おめくりいただきまして、２８０ページ、実質収支に関する調でございます。 

 区分、金額、１から６の順で説明させていただきます。 

 １．歳入総額        １億６,９７２万８,１７０円 

 ２．歳出総額        １億６,６９５万２２５円 

 ３．歳入歳出差引額     ２７７万７,９４５円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２７７万７,９４５円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 ２８１ページ以降はお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 それでは、２８５ページをお開きください。 

 認定第５号 令和３年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 事項別明細でご

ざいます。 

 まず、歳入の部でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道分担金、３節公共汚水ます等設置

分担金１６７万１,６９２円でございます。 
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 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料でございます。１節下水道

使用料現年度分としまして２,９７２万８,８４２円、同じく、２節過年度分としまし

て２８万９,１６４円でございます。 

 おめくりいただきまして、３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費国庫補

助金、１節下水道事業国庫補助金として社会資本整備交付金として１,４９０万円。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金とし

て１億４,４８１万１,０００円。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金として純繰越金が２１８

万２,４１９円、事業繰越金１,０９０万円。 

 おめくりいただきまして、８款町債、１項町債、１目下水道事業債、１節特定環境

保全公共下水道事業債、特定環境保全公共下水道事業債３２０万円、資本費平準化債

４,８２０万円。 

 以上が歳入でございます。 

 おめくりいただきまして歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。１２節委託料、下水

道事業ストックマネジメント設計業務委託料として３,０４９万３,１００円。 

 おめくりいただきまして、２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費でござ

います。１２節委託料としまして、処理場運転管理委託料２,２０４万４,０００円、

汚泥処理・運搬委託料４５６万３,７６９円、全窒素・全リン自動測定装置保守点検

委託料１０５万８,２００円。 

 ２目管渠管理費、１０節需用費、光熱費で２２７万６,３６０円。 

 おめくりいただきまして、１４節工事請負費として４９３万８,６９２円、鷲峰山

線祝橋工事に係る工事費として２９２万円。 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金、償還金として１億４,４８８万８,３１６円。 

 ２目、２２節利子としまして２,４５８万９,２６２円。 
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 以上が歳出でございます。 

 ３００ページをお開きください。 

 実質収支に係る調書 

 区分、金額でご説明させていただきます。 

 １．歳入総額        ２億５,９９６万１,９４１円 

 ２．歳出総額        ２億５,７６０万８３４円 

 ３．歳入歳出差引額     ２３６万１,１０７円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ９万１,０００円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ９万１,０００円 

 ５．実質収支額       ２２７万１０７円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は０円で

ございます。 

 ３０１ページ以降につきましては財産に関する調が載っておりますので、また、後

ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 以上、２特別会計の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

〇福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、認定第６号 令和３年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について説明させていただきます。 

 事項別明細書３０５ページのほうをよろしくお願いいたします。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 
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 まず、保険事業勘定の歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、収入済額１億３,８８

９万２,５００円、１節現年度分特別徴収保険料でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分といたし

まして１億１,８７３万３,７０７円を収入として入れております。 

 また、同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、１節現年度分調整交付金といたし

まして４,４６９万３,０００円でございます。 

 おめくりいただきまして、３０７ページ、３０８ページをお願いいたします。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１節現年度分

といたしまして１億７,１８４万４,０００円収入しております。 

 続きまして、５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分

といたしまして９,８１３万４,０００円収入しております。 

 おめくりいただきまして、３１１ページ、３１２ページをお願いいたします。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金といたしまして、１節介

護給付費繰入金７,８２５万７,３１４円でございます。 

 おめくりいただきまして、３１３ページ、３１４ページをお願いいたします。 

 ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金といたしまして収入済額

１,８３４万１２９円、純繰越金でございます。 

 収入につきましては以上でございます。 

 おめくりいただきまして、３１５ページ、３１６ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 こちらにつきましても、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １枚おめくりいただきまして、３１７ページ、３１８ページのほうをよろしくお願

いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、支出済
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額２億１,９８２万３,００８円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、支出済額３億１５２万１,１４３円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、支出済額９

２７万８,７７８円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、３２１ページ、３２２ページをお願いいたします。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、支出済額１,９７７

万４,４９７円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、３２３ページ、３２４ページをお願いいたします。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、支出済

額３,６４３万２,９０９円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、支出済額９６０万９,６０７円、１８節負担金補助及び交付金で

ございます。 

 続きまして、３３１ページ、３３２ページのほうをよろしくお願いいたします。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金、支出済額１,５０８万７,

２３９円、２２節償還金利子及び割引料といたしまして、主なものといたしまして、

国・府の返還金が１,５０１万９,０５９円ということでございます。 

 歳出につきましては以上でございます。 

 ３３４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額        ７億１,６８４万２７２円 

 ２．歳出総額        ６億９,１８０万６,６５２円 

 ３．歳入歳出差引額     ２,５０３万３,６２０円 
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 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２,５０３万３,６２０円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 

 次の３３５ページ以降につきましては財産に関する調でございますので、後ほどお

目通しください。 

 続きまして、３３７ページ、３３８ページをよろしくお願いいたします。 

 続きまして、サービス事業勘定の歳入でございます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、１節

居宅支援サービス計画費収入といたしまして３２９万５,８９０円収入済でございま

す。 

 歳入につきましては以上でございます。 

 おめくりいただきまして、３３９ページ、３４０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 こちらにつきましても、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、支出済額１１５

万９,５３２円、１２節委託料でございます。これにつきましては、計画の委託料と

いうことでございます。 

 歳出につきましては以上でございます。 

 続きまして、３４４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 こちらにつきましても、区分、金額の順に説明させていただきます。 
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 １．歳入総額        ６９７万１,５９９円 

 ２．歳出総額        ６７０万３,０９５円 

 ３．歳入歳出差引額     ２６万８,５０４円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２６万８,５０４円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 続きまして、私のほうから、認定第７号 令和３年度和束町後期高齢者医療特別会

計につきまして、歳入歳出決算事項別明細に基づきご説明をさせていただきます。  

 ３４５ページ、３４６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、１節現年度分とし

て２,８９０万５,１３４円でございます。 

 同款、同項、２目普通徴収保険料、１節現年度分として１,７７８万４０円でござ

います。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２節保険基盤安定繰入金

として２,１０３万６５６円でございます。 

 以上、歳入でございます。 
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 ページをおめくりいただき、３４９ページ、３５０ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 こちらにつきましても主なもののみの説明とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、負担金として７,１０１万１,４９７円の支出でござい

ます。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、４１７万２,６６４

円でございます。主なものといたしましては、１枚おめくりいただき、３５２ページ

をお願いいたします。健康診査委託料として３９６万８,２４４円でございます。 

 以上、歳出でございます。 

 続きまして、３５４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額        ７,６２８万８,５５３円 

 ２．歳出総額        ７,５７４万７,３６７円 

 ３．歳入歳出差引額     ５４万１,１８６円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円でございます。 

 ５．実質収支額       ５４万１,１８６円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円とな

っております。 
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 以上、令和３年度後期高齢者医療特別会計決算のご説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 以上で令和３年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行いますが、委員の皆様にお願いします。 

 本委員会は、令和３年度の決算特別委員会です。令和３年度事業の審査に関する質

疑をお願いいたします。 

 また、最初に何ページのどの項目かを明確にして質問して下さい。 

 なお、１人続けて７問としておりますので、その点ご理解のほうをよろしくお願い

いたしたいと思います。 

 それでは、質疑を行います。 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 まず、令和３年度決算審査意見書の中で指摘されていることに関連して、まずお聞

きしたいというふうに思います。 

 この審査意見書の１６ページから１７ページに財源の確保と事業の執行という項目

がございます。その後半部分に、いわゆる税などの徴収強化についての提起といいま

すか、そういったものが書かれております。その中にこのような記述がございます。 

 いわゆる「悪質滞納者に対しては、引き続き、住宅の明け渡しや給水停止処分、給

付制限など、法令・条例に基づく適切な対応を講じられたい。また、国民健康保険税

に係る悪質滞納者においては、短期被保険者証の交付による納付指導に加え、被保険

者資格証明書の交付による対応を検討されたい」という記述がございます。 

 そこでお聞きしておきたいと思うんですけども、まず、町長にお聞きしたいと思い

ますが、ここにあります悪質滞納者に対してはということがありますが、この悪質滞
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納者というふうに町のほうで判断される定義であるとか、また基準というのはどうい

うものなのかというのを教えていただきたいというふうに思います。 

 その上で、ここに、いわゆる住宅、また水道、介護保険の関係、そして国民健康保

険について関連で指摘されておりますけれども、この事業の中で悪質滞納者というふ

うに判断されている方というのは何人おられるのか、その辺、教えていただきたいと

思います。それぞれよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 私のほうから、悪質の定義についてお答えをさせていただきます。 

 いわゆる滞納者とかそういう方にはそれぞれの事情によって滞納があります。そし

て、やむを得ない滞納もありますし、そういう状況をきちっと把握し、そして対応し

ていかなきゃなりません。 

 その場合に、その状況から見て、何回かに分けてならいけるとか、そういう形でそ

れぞれ窓口で指導に当たっていくわけです。当然、そういった対応ができるにも関わ

らず対応しない、こういう状況になれば、これは今、申し上げていますように、悪質

という概念の中での処理と、こういうことになります。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 ただいまありました岡本委員からのご質問の国民健康保険の関係でお答えさせてい

ただきます。 

 今、町長のほうからもありましたように、悪質とは、特別な事情がないにも関わら
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ず滞納されている方を指すものと認識させていただいております。 

 国民健康保険の場合、こちらに記載があります短期被保険者証の対象になられる世

帯、令和３年度末におきましては１８世帯が対象としておられました。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 私のほうからは、住宅、水道・下水のほうで答弁させていただきます。 

 まず、住宅、下水・水道の滞納者につきましては、ほぼかぶった方になってます。

住宅、下水・水道につきましても、３か月を滞納された方に対しては指導するという

規則になっていますので、未納ではなく３か月以降滞納された方については一旦指導

していくという形になりますので、昨年でいいますと、住宅は１００％、年度内に支

払いをしていただいています。水道についても９９.６％。 

 過去の滞納の有無でいいますと、約２０人前後の名前が出てくると思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

〇福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 福祉課では、介護保険の事業関係になるかと思います。これにつきましては、先ほ

ど税住民課長からありましたように、特段理由のない方というのを挙げております。

ただ、これにつきましては、当然ながら、個別で徴収のご相談のほうをさせていただ

きまして、まるで話に応じていただけないという方につきましては、一定、悪質かな

というような対応はさせていただきますが、介護保険につきましては、岡本委員もご

承知のように、国で一定給付制限が法律で整備されておりますので、介護保険を適用

されるときにほとんどの方が全額納付されているというのが現状でございまして、特
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にペナルティがかかっているとかいうのは、令和３年度につきましては特に事例はご

ざいません。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 今の町長のお話などを見ますと､いわゆる支払いについて対応できると思われるの

に対応されない方とか、あと、課長の話等でいいますと、特別な理由がないけども、

払っていただけないとか、なかなか話に応じていただけないとかいった場合のケース

が悪質滞納者なんだというふうに判断できるんじゃないかというお話でしたけども、

私がなぜ町長にお聞きしたのかというと、例えば、各部署で判断が違ったらおかしく

なるわけですよね。一定、町として、こういうケースはやはり悪質ということで対応

しようということがなければ、各部署で対応が違ったら矛盾も起きてきますので、そ

の辺お聞きしたわけですけども、それで若干、各部署によってまだずれが感じられる

点はあったんですけども、その件については分かりました。 

 そこでですね、国保について特にお聞きしたいんですけども、この決算審査意見書

の中で前回令和２年度の意見書の中では特に触れられていなかったんですけども、今

回特に国民健康保険税に係る悪質滞納者においてはということで、いわゆる短期被保

険者証の交付による納付指導に加えて、資格証明書の交付による対応を検討されたい

ということで、これはかなり厳しい指摘をされているというふうに思うんですね。そ

の辺、このような指摘が今回特別に行われるという何か問題といいますか、案件があ

るのかどうか、その辺お聞きしたい。 

 それから、先ほど国保において短期保険証が令和３年度において１８世帯あったと

いうことですけども、これは全て悪質ということですか。先ほど私、悪質という方が

どれだけいますかという話は聞いたんですけども、短期保険証を発行されている世帯
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は全て悪質だという判断をされているということなのか、そこも確認をしておきたい

んですけども、それも含めて、今回このような指摘が行われている理由というのがあ

るのかどうかお聞きしたい。 

 それから、資格証明書というのは書いてありますけども、これは一体どういうもの

なのか。これが交付された場合、何がどう変わるのか、その辺も含めて説明いただけ

ますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 岡本委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、今回、監査委員のほうからのご指摘につきまして、なぜされたかというとこ

ろでございますが、国民健康保険におきまして、短期被保険者証の次に資格証明書と

いうものがそもそも国民健康法に基づき要綱がございますので、恐らく、その要綱に

基づき運用をどうしているのかというところで、監査委員のほうからご指摘があった

のではなかろうかと受けとめております。 

 また、先ほどの１８世帯全てが悪質かということでございますが、私どもにおいて

悪質滞納者というふうに把握させていただいているわけではなく、あくまで短期被保

険者証の対象とさせていただく世帯の状況とかを要綱等で定めておりますので、悪質

というわけではなく、あくまで短期被保険者証の対象世帯として１８世帯いらっしゃ

るという状況をお答えさせていただきました。 

 また、資格証とはどういったものかということでございますが、本来、国民健康保

険の医療保険の被保険者証全てにおいて医療機関においてご提示されますと、保険者

への請求分と患者様ご自身の一部負担金等お支払いいただくように分けて請求される

わけですけれども、大体、保険者のほうが７割、被保険者の方が３割というのが大部

分でございます。その３割だけを負担するのではなく、医療機関の窓口で全額負担し



― 79 ― 

ていただき、後日、特別療養費という形で７割分を還付させていただくというような

流れになりますので、医療費全額を一旦ご負担いただくというご負担が生じるもので

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 いわゆる短期保険証の１８世帯というのが悪質という判断はされてないということ

は確認させていただきましたけども、そういった意味で、今回、国保の関係について、

資格証明というものの交付というのも検討されたいというような強い形で意見が出さ

れているということでいいますと、これは短期保険証では生ぬるいというようなこと

なのかというふうに受け取ったりもするんですけども、今、課長からお話がありまし

たように、資格証明書というのは基本的に保険証じゃないわけですね。要は、証明書

なわけで、基本的に保険証を取り上げるということなんです。だから、窓口で出して

も１０割負担になるということなんですね。短期保険証は一応短期ではあるけども保

険証なので３割負担で済みますけども、資格証明書というのは、単にあなたは一応国

保の被保険者ですよという証明書というだけの話ですから、基本的には資格証明書を

交付するというのは保険証の取り上げになるということだということを確認しておき

たいと思うんです。ですから、これは対応を間違えれば被保険者、患者の方の死亡で

あるとか、重篤なケースにつながることが全国的な調査でも明らかにされております。

そういった意味では、絶対にやはりこれは交付してはならないというふうに私は思う

んですけども、その辺、こういう指摘を受けられたわけですけども、担当課として交

付を検討するということなのかお聞きしておきたい。 

 それから、短期保険証も含めまして、いわゆるお金と引換えにするような対応を私

はすべきでないと思うんですね。そもそも国保の法律ですね、国民健康保険法という
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のがありますけども、その目的にも反すると思うんです。なぜかといいますと、法の

第１条にあるように、国民健康保険は社会保障制度だからなんですね。いわゆる単な

る助け合いの共済ではないんです。単なる民間の保険制度ではない。憲法２５条の生

存権の保障に関わる問題として国民健康保険制度というのが位置づけられている。で

すから、国の責任で社会として国民の医療を守り、命を守ると、それを保障するもの

としてこの国保制度があるということなんですね。 

 ですから、お金のあるなしとか、払える払えないで制限をかけたりとか、ましてや

取り上げたりとかいうことはできるものじゃないわけですね、本来は。これは権利の

問題なんですね。ですから、負担をするかどうかという問題と医療をちゃんと受ける

という問題というのは別個に考えないと、いわゆる被保険者の命や健康は守れないと

いうことになると思うんですね。ですから、そこで課長にお聞きしておきますけども、

先ほどの資格証明書の交付というのを検討するということがお考えになるのかどうか。

それから、私が今、言いましたように、本来、法の趣旨からしても、保険証も含めて、

お金と引換えに正規の保険証を渡しますよというようなやり方は法の趣旨からいって

も正しくないというふうに思うんですけども、そういった意味では、私はこういうこ

ともやめるべきだと思うんですけども、そもそもこういうことをしなければ納税相談

や指導はできないのかと。変な話ね、払わないとこれを渡しませんよという脅しです

よね。こういうようなやり方をしないと納税相談・指導は、和束町の税住民課ではで

きないのかと思うんですけども、それも含めて答弁いただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 岡本委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、今後、資格証明書の交付を検討するのかというところでございますけども、

資格証明書につきましては要綱もございますので、制度としてはもう既にある制度で
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ございますので、逆に言うと、資格証明書の発行も交付もできるという状態ではござ

いますが、ただ、おっしゃいましたように、本来、国民皆保険制度、社会保障制度の

意義として医療を受けていただく機会が損なわれてはいけない、命を守るという制度

でございます。その中で、私どもといたしましては、証明書を発行しなければいけな

い事態になる前に、まず、滞納者の方それぞれの事情に寄り添い、納税できる方法、

そういったものを模索すること、税機構とも力を合わせまして、まず、そういう努力

をさせていただいているところでございます。 

 また、お金と引換えになるかどうかということでございますが、一旦は窓口でお顔

を見てお話をさせていただくという形の中で、では、その窓口でそのときに幾らかで

も納税されないと保険証を渡さないかというと、そうではございません。あくまでお

話させていただくときには保険証の更新はまずさせていただきます。その上で、滞納

につきましては、やはり税機構が窓口でございますので、納付計画の作成、また、そ

の履行について進められるようにお話をさせていただくというところで、その場で現

金の納付がないからといって保険証を交付しないことはないように対応させていただ

いておるところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 そうであるならば、短期保険証の発行というのは必要ないと思うんですね。要は、

税機構の関係もあるわけですけども、そういう意味では、いろいろ払ってくださいよ

という働きかけそのものは町も含めて行われるわけですから、わざわざ３か月とか、

６か月とか、１年とか、そういうような期限を区切ったような保険証を渡す必要はな

いと。渡さなくても納税相談も指導もできると。 

 以前なかったときはそれでしてはったわけですから、それでも十分できたわけです
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から、そういう意味では、さっき言われたように、こういったことをやることがいろ

んな意味での悪い方向に行く可能性というのは生むわけですから、やはり保険証自身

は無条件に渡してあげると。その上で納税指導や納税相談を行うということが本来や

るべきだと思いますので、今後そこを見直していただきたいなというふうに思うんで

す。 

 プラスですね、もう一つ聞きますけども、この短期保険証の交付をしますと、これ

は正規の保険証とは違うわけですね。ですから、私もさっき頂きましたけど、これは

私が今、持っている正規の保険証なんですけども、これはさっきひな形のように頂い

たやつで、短期保険証というのは正規の分に右上のあたりに短期てスタンプを押され

るという話ですけども、こういう印があるというとこで違いがあるということなんで

すね。 

 そうなりますと、当たり前ですけども、医療機関とかに行ったときに保険証を出す

わけですから、第三者に、私は保険税を滞納してますということを示すことになりま

すよね。短期て書いてあったら、この人、国民健康保険税、滞納があるんだっていう

ことが一目で分かってしまいますよね。特に医療機関なんてそんなことは分かってお

られると思いますから、ということは、第三者に対してその方が滞納者であるという

個人情報を漏えいするということに事実上なっていると思うんですね。これは明らか

に人権侵害だと思うんですよ。 

 例えば、短期保険証を持っておられる方がどなたか教えてくれますかといったとき

に教えてくれないでしょう。それは個人情報に関わることだし、どなたが滞納してい

るかとかいうのは町役場と被保険者の関係でしか分からないと、それは当たり前の話

です。だけど、これを持たせるということは、わざわざ違うものを持たせるわけです

から、この方は国民健康保険税を滞納してますということを世に公にしてしまうとい

うことになっているんじゃないですか。こういったことは明らかに個人情報の漏えい

であって、人権侵害になるというのは、状態として明らかじゃないかというふうに思
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うんですけど、町長は国民健康保険の保険者としてこういう状態が正しいということ

で思っておられるんですか。だから、これは別に短期保険証を渡して、窓口でこれを

出して、この人そうだなというふうに認識されることは問題ないと、情報漏えいにな

らないと、人権侵害にはならないんですよと、払ってないんだから仕方ないじゃない

ですかと、そういうことですか。どうですか、町長。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいまの岡本委員の質問に答えさせていただきたいと思います。 

 国保制度とは皆制度で、日本の大きな制度であります。和束町におきましても、そ

うした制度の関係条例・規則・要綱を慎重に準則に基づいてやっております。今も言

われるように、そういう観点からも非常に慎重にやっておる、準則を十分に取りなが

らやっている、こういうことであります。 

 今、岡本委員は保険料という話をされましたけども、そういうことから絡めていき

ますと、先ほどありましたように、資格証明書というのは被保険者と保険者との関係

でもう少し詰めていかなきゃならない。もう少しいろいろ事情を聞かせていただかな

きゃならない問題もあるわけです。これは国保制度を維持していく上において非常に

重要なことでありますので、当然、そういった被保険者は協力していかなきゃならな

い。 

 そういう中で、先ほど課長も答弁しておりますが、そういう資格ということになれ

ば納付せんともらえないのかじゃなしに、目的は保険者と被保険者が十分いろんな話

合いをして、そしてその方に十分寄り添って、機構とも話をしながら進めている、こ

ういう実態であります。 

 今、岡本委員が、一方的なところの考え方もありますが、国保の皆保険の維持とい

うところで、これは非常に準則を決めるにおいても慎重な議論もされているだろうと
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思いますので、そういう精神を踏まえながら和束町も設置していると。先ほど課長が

答弁しておりましたように、そのことによってその法令なり条例、要綱なりで、でき

る限り住民に寄り添ってやっていることでご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 今の答弁というのは答えておられません。今の答弁だったら皆保険制度を守るため

には、準則にそう書いてあるから、規則でそうなっているから、個人情報をばらして

もいいということですわね。私はそういうことを聞いているんじゃないんですよ。単

純な話をしているんです。 

 いろいろ話合いもしていただいてということで、状態として、慎重に窓口で対応し

ていただいているというのは分かりますよ。分かりますけども、実態として令和３年

度末で１８世帯に対して短期保険証は出している。ということは、さっき示しました

正規の保険証とは違う保険証をお渡しして、それで医療を受けていただいているとい

うのが状態です。その状態があることによって、この方は和束町の国民健康保険税を

滞納されています滞納者ですということを結果として医療機関などに示している、そ

こで知らしめているということに状態としてなってますよねって言っているんですよ

ね。そのことがいわゆる人権侵害に当たらないんですか、本来窓口で聞いても教えて

くれないことですけども、その場面では構わないんですか、情報漏えいになっている

ということじゃないんですかということを、そこは問題というふうに町長は思われて

ないのか。 

 国民皆保険を守るためだったら滞納者の個人情報は守らなくていい、人権を守られ

なくていい、払わない者が悪いんだということで、和束町としては判断しておられる

ということかどうかを聞いております。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 その点、答弁漏れして恐縮であります。 

 いわゆる人権侵害に当たるのか、当たらないのか、これを考えるときに、先ほど申

し上げましたように、医療機関も含めて発行者・医療機関、そして本人、これは当事

者であります。そういう中でのことであります。その保険の機能を高めていくために

は、保険とか治療するためには、当然、関係者はそれに基づいてやります。第三者、

全然関係ない人に言うのは、今、岡本委員が言われますように人権侵害になりますが、

そういった機能を高めていく当事者には人権侵害に当たらない、こういうことでご理

解いただきたい。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 それはどういうことですか。機能を高めている方、医療機関のことですか。医療機

関は国民健康保険の身内だから、被保険者と保険者と医療機関は一体だからこういう

情報を共有しているんだと。だから、いわゆる被保険者としてのいろんな健康状況と

か、そういったものはもちろん共有するでしょう。だけど、この方が滞納をしている

という大変極めてシークレットな問題を言うんだったら、この被保険者の方は医療情

報として、この方は滞納をされている患者さんですということをわざわざ報告するん

ですか。そんなことないでしょう。だからね、そういう苦し紛れな話というかね、そ

んなことは普通通らない話なんで、要は、短期保険証を示すことでその方は滞納して

いるこということが分かるでしょうと。 

 今、言われるように、そういうことが一体だったら余計分かりますよね。幾ら滞納

しているからといってそんなことが許されるんですか。しかも、その１８世帯の方は
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別に悪質でも何でもない。要は、いろいろ事情があって遅れてますと。いろいろ相談

に乗ってやってもらってますと。実際に払ってももらってますという意味で対応され

てる方ですよね。そういう方に対して、この方は滞納を抱えているんですよというこ

とを第三者に教えるようなことをすることが、今の町長の話では、医療機関では問題

ないっていう話ですよね。一体どこでそんなことを言っているんですか。 

 それで、もう一つ聞きますよ。そのことをもう一回ちゃんと答えていただきたいと

思うんです。これが問題ないなんてなってしまったら、一体、人権のまちづくりって

何なんだろうと思うんですよね。 

 今、被保険者の保険証というのは、お父さん、お母さん、子供、おばあちゃんとか

家族１人１人に出されてますね。ということは、小学生、中学生、高校生とか子供に

も出されてます。そこの世帯が短期の世帯だったら子供の保険証だって短期になりま

すよね。どうなんですか。そこは子供だからやっぱりそんなことをしたら傷つくかも

しれないし、子供に押してへんやつを渡してあげようというようにしていただいてい

るんだったらそれでいいですよ。その辺、実態はどうなんでしょう。 

 子供も含めてそういう保険証を渡して、この子は国保税を滞納している世帯の子な

んだなということを医療機関に行ったときに示してしまうようなことを和束町の国民

健康保険としてはよしとしていると、そういうことなんですかね。その辺、子供に対

する対応も含めて教えてもらえますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 短期証とか、そういうものをですね、今、岡本委員は、保険料が納めておられるか、

納めておられないか、一つのみに絞った話でされております。保険を維持をしていく

上においては、資格の関係とか、いろんな面で被保険者とも話し合わなきゃならない

ところがたくさんあります。そのためにも保険者と被保険者とお会いしたい。そのお



― 87 ― 

会いする機会がなかなかない。しかし、そのままそれがなくてはなかなかいかないと

いうことで、そういうお話をさせていただく機会をつくるという観点からそういう発

行をしているということで、今、岡本委員は、納めてないという１点に絞っての話を

されております。 

 それと、後期保険証もそうなんですけども、先ほどこの保険証そのものに大なり小

なり全て個人情報が入っております。先ほど言いましたように、そういったものは医

療機関に持っていくんですから、私の生年月日が分かってしまったら大変だとか、そ

んなことを言うてたらその機能はいかないと。だから、先ほど私、言いましたように、

そういう大事なものは準則に基づいた範囲内で作成しておりますので、そういう範疇

内で適用していると、また解釈し、やっている。 

 先ほど課長は、窓口で解釈して、その立場に寄り添って、また機構とも話合いをし

ながら進めていると。これは私どもも非常に大事なことだなと思っております。ただ、

私がお答えしたいのは、今、岡本委員は、保険料のみに絞ってお話をされております

けども、私どもはやはり組合員と確認をしていかないと、正規に組合証を渡せる資格

との問題もあったりですね、いろいろするときには確認しなきゃならない問題もあり

ます。 

 言うならば、短期で一回ちょっと話合いをさせていただきたいから、この間に役場

でもまたお会いできる機会をつくりたいということの中でやっている面もあるという

ことで、ご理解よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

〇税住民課長（吉田敏江君） 

 岡本委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、先ほど子供の医療証にも短期の表記があるのかということでございますが、

大人の方と同じように短期の表記をさせていただいております。 
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 また、情報漏えいというお話もございましたが、保険診療をしていただいている医

療機関につきましては、やはり指定を受けていただいている保険診療機関でございま

すので、患者様の疾病情報とともに、やはりそういった情報もしっかり守秘義務は持

っていただいているものでございますので、そこは信頼関係の下に、また、短期証の

記載にあります有効期限は保険請求にも必要な事項ということで、ここに誤りがあっ

てはいけないというところもありますので、そういった取扱いでさせていただいてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

〇７番（岡本正意君） 

 これで最後ですね。 

 町長ね、正直めちゃくちゃ言ってますよね。生年月日がどうやとかね、名前も示さ

ないで医療にかかれないじゃないですか。だけど、今まで私、生きてきて医療機関に

行って、私が国民健康保険税を滞納しているかどうかとかいうことを共有せないかん

なんてなかったですよ。医療機関はそういう情報は必要なんですか。これは医療機関

だけ違いますよ。これは家に持ってるわけですから、これが違うなということで見た

人は分かるですよ。別に医療機関だけの話をしているんじゃないですよ。これはいろ

んな場面で身分証明になりますでしょう。それでもこれを出さないかんじゃないです

か。そこも共有するということですか。 

 町長ね、本当にいいかげんなことを言わないでほしいと思うんですね。保険料の話

だけされてるて言うけど、保険税を滞納したことによってこの短期保険証というのは

発行されるわけでしょう。資格証明書もそうですけども、ちゃんと払ってたらこんな

ん何も関係ないじゃないですか。そうでしょう。そういう筋の通らない話をして、明

らかに情報漏えいですよね。必要のない情報を医療機関にも伝えているわけで、そこ
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のカルテに重要な情報だということで滞納情報とか書くようなとこあるんですか。そ

んなことないでしょう。こんなことを人権侵害とも思わないとか、運用上、仕方がな

いんだとか、ましてや皆保険を守るためにやってることなんだなって言ってね、何も

不問に付すなんていうことを町長が言われるというのは大変重大なことですよ。まが

りなりにも人権を守るなんて言って人権啓発課までつくって、人権を守るまちづくり

なんて言っているんだったら、こういう明らかに人権侵害のことをやめて、町がちゃ

んと真剣にやれば納税相談は別にこんなんなくてもできます。要は、これを餌にして

っていうことでしょう。欲しいんだったら来てくださいと、そういうやり方でしか納

税相談できないというところが一番の問題じゃないですか。そこを棚に上げて全て被

保険者に責任をなすりつけて、そういう情報さえも漏えいして構わないなんていうこ

とが町長の答弁で出るなんていうのは大問題だと言わざるを得ないと思いますので、

直ちにそれはやめていただきたい。そういう答弁を撤回していただきたいと思うんで

すね。こんなことを許してたら大変なことになりますよ。 

 これはこれで結構ですけども、７番目の最後の質問で違う質問をさせていただきま

す。 

 その次の基金管理等のとこで、これはずっと言っておりますけども、「アグリビジ

ネス株式会社の株式の取扱いなどについては、弁護士と相談の上、慎重な対応の下、

適切な措置を講じられたい」というふうに書いてありますね。ちょっと違いますけど

も、これは去年もどうするか、検討するか書いてありますけども、去年も町長は、早

期にできるだけ対応していきたいと言われたと思いますけども、今回も慎重な対応の

下、適切な措置を講じられたいということで、まだしてへんということですよね。こ

の１年間、これは一体どうだったのか。いつまでこんなことでずっと記述されていく

のか、何か解決のめどはあるのかどうか、それを答弁いただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 アグリビジネスの件ですが、これは登記上、倒産されたら自動的に資格がなくなる

わけですから、そのときに紙切れになると、これは商法の当然の話であります。  

 今回のケースは、法人については毎年決算を打たなきゃならない。そのことによっ

て登記を本来に生かしていく。これは実態がなくなり決算が打てないから、謄本上、

残っているということであります。そういうことになれば、これは対応できない。  

 法律の中には７年という名前がありますが、正直なところ、それすら超えました。

だから、それを待ってやるんですけども、さらにやるのは、倒れたということでみな

しという規定の中でやられとる民間がありますが、公の場合でございますが、特に私

の判断もありますが、こういった債権の問題でありますので、私は自治法でいう重要

事項に値するもんだと考えております。当然、弁護士のほうもそういうふうに考えて

おられると思いますが、重要事項については議会と十分相談し議決をいただく、こう

いうことであります。 

 これについては、今、岡本委員が言われますように、再三、監査委員からもご指摘

をいただきました。これだったら熟してきたと、いろいろとありますので、これは議

長とも十分相談しながら議会へ出させていただく。そして、議決をもらいながらそう

いう形を取ると。地方自治法の重要事項に値させていただくと、こういうことも検討

していくという方向で見つめていく必要があるんかなと、このように思っております。 

 いずれにいたしましても、こういった債権を不納欠損にしていくと、それは慎重さ

が必要だということでもありましたので、今回こういう方法を取らせてきてもらって

おります。これが通るのか通らないか、これも今、言われておりますように、十分に

専門の方ともご相談申し上げながら、そういう方向で行ければそういう方向で措置を

させていただきたいと思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の決算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し
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たいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日１４日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ３時５３分 延会 
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